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序

八戸市笹ノ沢(3)遺跡は、東北縦貫自動車道八戸線(八戸～八戸)の建設

工事に先立って、平成10・11年度に当センターが調査を行いましたが、こ

の調査の際に調査区の北側隣接部が県道八戸環状線の建設予定区域に含まれ

ていることが新たにわかり、平成12年度から当センターが調査を行ってい

ます。

平成12年度の調査では、竪穴住居跡は確認されませんでしたが、新たに

円形のフラスコ状土坑12基が発見されました。地下貯蔵穴と見られる遺構

で、従来知られていた縄文時代中期初等のものよりも古く、前期末葉にさか

のぼるものであることから、この集落跡は従来考えられていたよりも長期で

あったことが判明しました。また、細長い形態のおとし穴も新たに24基発

見されました。狩猟用の落とし穴と見られる縄文時代の遺構で、この地域が

縄文時代には狩猟場としても利用されていたことが再度確認されました。

この報告書は、平成12年度の調査成果をまとめたものです。埋蔵文化財

の調査資料として、今後この地域の埋蔵文化財の調査・研究、文化財の保

護・活用に役立てていただければ幸いです。

調査の実施から報告書の刊行にいたるまで、種々ご指導・御協力くださっ

た関係各位に対し、厚くお礼を申し上げる次第です。

平成14年2月

青森県埋蔵文化財調査センター

所長中島邦夫
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例 戸

1. 本報告書は、八戸環状道路建設事業に伴い、青森県埋蔵文化財調査センターが平成12年度に

発掘調査を実施した八戸市笹ノ沢 (3)遺跡の発掘調杏報告書である。

2. 出土した石器の石質鑑定は松山 力（八戸市文化財審議委員）氏に依頼した。

3. 本報告書に掲載した地図は、国土交適省国土地理院発行の5万分の 1地形図「三戸」 ・ 「八戸」

である。

4. 本壽を編集するに当たり下記の機関及び諸氏にお世話になった（順不同 敬称略）。

北上市立埋蔵文化財センター （財）岩手県埋蔵文化財センター 稲野裕介

凡 例

1 遣構の表記は青森県埋蔵文化財調査センターで定めた下記の略号を使用している。

SB 掘立柱建物跡 SD 溝跡 SE 井戸跡 S I 住居跡

SK 土坑 SN 焼土遺構 SQ 配石・集石遺構 SR 土器埋設遺構

ST 捨て場 sv 溝状土坑 SX  その他の遺構

2 挿図中の北方位は、座標北である。

3 挿図の縮尺は、各挿図にスケールとともに示した。ただし、座標の表示のあるものについてはス

ケールを示していない場合がある。

4 挿図中で用いたスクリーントーンの指示は次の通りである。

遺構

焼土 口炭化材 遺物

クボミ・タタキ スリ

5 縄文原体の表記は『日本先史土器の縄文』（山内清男、 1979年）に従ったが、観察表中では略記

した場合がある。（羽状縄文結束第0種→羽状結束0種 単軸絡条体→単軸 多軸絡条体→多軸

第0類→0類）

また、表中に単に縦位・横位とある場合は原体の回転方向を表している。

6 観察表中の胎土の項目は混和物に主眼をおき、略号を用い表記した。（繊維→繊 海綿骨針→骨

風化した岩片→岩酸化鉄→鉄浮石→浮凝灰岩→凝雲母→雲黒色鉱物→黒長石→長）

また、雷体により量の多寡を表した。（ゴシック：多 明朝：中 アンダーライン：少 イタリッ

ク：微）

7 遺物写真の縮尺は、特に断りのない場合以下のとおりである。

土器・礫石器： 1/3 剥片石器： 1/2 
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第1章調査の経過

第1章調査の経過

第 1節調査要項

1 調査目的 八戸環状道路建設事業の実施に先立ち当該地区に所在する笹ノ沢(3)遺跡の発

掘調査を行い、その記録を保存し、地域社会の文化財の活用に資する。

2 調査期間 平成12年4月18日から同年9月14日まで

3 遺跡名及び 笹ノ沢(3)遺跡（青森県遺跡台帳番号 03042) 

所在地 八戸市大字尻内町字下毛合清水7-7、外

4 調査対象面積 s,4oom 

5 調査委託者 青森県県土整備部

6 調査受託者 青森県教育委員会

7 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

8 調査体制 調査指導員 村越潔（考古学青森大学教授）

調査員 松山力（地質学八戸市文化財審議委員）

工藤竹久（考古学 八戸市教育委員会文化課副参事）

調査担当者

所長

青森県埋蔵文化財調査センター

中島邦夫

次長 成田誠治

総務課長 西口良一

調査第二課長 福田友之

文化財保護主事 中村哲也

調査補助員 新谷幸子

第 2節既往の調査

竹内誠司（現青森市立横内中学校教諭）

佐藤淑 小野亜沙美 坂本光子

笹ノ沢 (3)遺跡は、平成10・11年度に、東北自動車道八戸線（八戸～八戸）建設事業に伴い、

青森県埋蔵文化財調査センターが調査を実施し、その成果は既に公表されている（青森県教育委員会

2001)。このときの調査区域は、本書で報告する区域（図 2斜線部・アミ掛け部）の西側隣接地に当

たり、沢地形を挟んで、南側の尾根で縄文時代中期初頭の集落、北側の尾根で溝状土坑群が検出され

ている。縄文時代の集落はほぼ円筒上層a式期に限定され、短期間に営まれた集落であり、同時に 2

~3軒の住居が存在したと考えられている。溝状上坑は長軸が等高線に平行になるよう構築されてお

り、時期は縄文時代後期が想定されている。

第 3節調査の方法

グリッド設定 ・B.M. 移設 グリッドの原点・規模・呼称等は、平成10・11年度調査時のもの（青

森県教育委員会 2001) を踏襲した。ただし、本年度の調査対象区域は、平成10・11年度のグリッ

ドでカバーしきれず、東西軸のAライン以東を 0 (アラビア数字の 0) とアルファベットの小文字a

~yの組み合わせ (Oa、Ob…Oy)で、南北軸の 0ライン以北を一桁目に 0をつけた数字 (01、02、

03、04…)で表わした。東西軸・南北軸とも 0を頭に用い、また南北軸に一（マイナス）記号を用いな

かったのは、以下の理由による。①当センターでは注記を機械で行っており、大文字と小文字の区別

~1~ 



笹ノ沢(3)遺跡lI

I 000 m 1000 2000 

図 1 遺跡位置図 (S= 1/50,000) 

-2-



第 1章調査の経過

がつきにくいアルファベットがあること。②ー（マイナス）記号は一（ハイフン）と混同しやすい。

グリッド杭は、路線杭設置のため遣跡内に設置された4級測量基準点を用いて設置した。

なお、前回報告書（青森県教育委員会 2001)で明示されなかったグリッド原点A-0の公共座標

値は、第X系、 X=59,900(m) Y=50,880 (m)である。

包含層の掘進 包含層の掘進は重機による表士除去を基本とし、表土値下からは人力で掘り下げた。

ただし、進捗状況によって表土から人力で掘り下げた部分も多い。遣構・遺物の分布の希薄な部分は

トレンチ調査を行った。本遺跡の北側・東側の隣接地では砂鉄の露天採掘が1970年代まで行われて

おり、調査対象区域内でもこれに相当すると考えられた区域が確認された（図2斜線部）。この区域で

は数力所に重機を用いてトレンチを設定し現地表下約3mまで調査を行ったが、全て盛土であった。

周辺地形と考えあわせて、地形の改変が相当の深度まで行われたものと考えられ、トレンチ調査のみで

精査を終了した。 B.Mは付近に設置されていた工事用仮ベンチマーク(70.858m)から移設して用いた。

遺構外出土遺物の取り上げ 遣構外の層序はローマ数字を以て表記した。遣構外出土遺物は層位とグ

リッドを記録して取り上げた。

遺構の精査と記録 遺構は種別ごと・検出順に名称を付した。調査後、攪乱と判明した場合は欠番と

した。士坑は2分法を採用し、分層発掘に努めた。層序は算用数字を以て表記した。遺構から出上し

た遣物は遺構内堆積上の層位ごとに取り上げ、必要に応じて出上位置を記録した。具体的には、半載

の際、堆積土を薄く水平に掘削し、遺物が出士した段階で、すぐに垂直方向の断面を分層し、また、

垂直方向断面の下端に連続する水平方向の掘削面の分層を対比して遺物の出土層位の帰属を決定し

た。実測図は1/20縮尺で作成した。写真は35mmカラーリヴァーサルフィルム・ 35mmモノクロフィル

ム (1S0400)、35mmカラーネガフィルム (!S0100)を用いて撮影した。

第 4節 調査の経過 4月18日、当初は8月11日までの予定で調査を開始した。正午頃、機材

を搬入した。午後、調査対象区域の雑木移動 ・B.M.の移設を開始する。調査区の旧状は山林・畑で、

枝打ちされた雑木の移動に手間取った。 4月20日、 B.M.移設を終了し、グリッド杭打設開始。 4月

21日、優先的に調査を求められた橋脚部分から粗掘を開始した。 4月26日、溝状士坑を検出。以後、

遺構検出と精査を主体に行う。 6月1日、橋脚部分の調査を終えたが、この間、調査を優先的に行う

区域の追加を打診され、承諾した。 6月1日以降、追加優先区域の精査と同時並行で他の部分の調査

を実施した。 6月末、 OKライン以東に重機によりトレンチを設定した。概ね0fライン以東は砂鉄

の採掘により相当深度まで掘削を受けていることが明らかとなり、調査不要と判断された。調査終了

予定期日以前に当初予定された区域の調査を終える見込みとなり、一方、次に発掘調査が予定されて

いた、県道八戸三沢線建設事業に係る林ノ前遺跡の用地買収が不調だったため、予定された調査範囲

を超えて笹ノ沢(3)逮跡の調査を継続することとなり、 30ライン以南の一部と15ライン以北の調査を

開始した。 7月末、林ノ前遺跡の用地買収が可能となり、調査開始は 9月18日からと決定された。

そのため、 8月11日に新たにプレハブを設置し、旧プレハブの跡地を含む15ライン以北と30ライン

までの調査を同時に調査を行った。 30ライン以南は、精査の途中で調査を中止し、翌年度以降に調

査を持ち越した。 9月14日には調査を全て終えた。遺跡上空は海上自衛隊八戸駐屯地の管制区域と

なっており、空中撮影の日程は厳しく制限されていたが、調整をとり 9月16日に撮影を行った。

-3-
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第 2章遺跡の層序

第 2章遺跡の層序

平成12年度の調査区は、北側の尾根と、その南斜面、谷底部に当たる。大別で 7層を確認した。

調査区内の微地形は変化に富み、また、畑地や山林として利用されてきた結果も手伝ってか、一部の

層が欠如する部分も多い。今回の調査では、土層の堆積が比較的良好だった尾根頂部付近の層序を以

て基本層序とした。以下、調査区内の土層について記述する。

第 I層 lOYRl.7 /1 黒色シルト To-b軽石を含む。

第II層 10YR2/1 黒色砂質シルト To-b軽石、 To-Cuの細粒含む。谷底に近い30ライン付近

の北側調査区境界ではTo-bを含むIIa層とTo-bを含まないIlb層に細分できる。斜面部は

段差などの地形改変が認められ、畑地として利用されていたとも思われる。そのためか本

層が全体に薄く、 10cm以下の部分もある。尾根上の平坦面では概ね5ライン以南、 Aラ

イン以西が削平されており、本層から第IV層までを欠如する。

第m層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト To-Cuがやや黒色化している。南側斜面部は地形的な要

因のためか、本層を欠如する。

第IV層 10YR4/4 褐色シルト To-CuとTo-Nbかと思われる黄褐色浮石を含む。南側斜面部で

は本層を欠如する。

第V層 褐色～黄褐色の堅くしまった火山灰士で、八戸火山灰層上部に相当する。士色や混入物か

ら第Va層と第Vb層に細分が可能である。

第Va層 10YR4/6 褐色シルト質火山灰土 c/)3mmの黄褐色浮石微量。

第Vb層 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土 ゆ3mmの黄褐色浮石多量含む。

第VI層 八戸火山灰層下部。今回の調査では以下のように細分した。

第Vla層 10YR7/8黄橙色砂質火山灰層 堅くしまっている。八戸火山灰第V層。

第VIb層 10YR6/6明黄褐色浮石層 の3mm。八戸火山灰第IV層。

第VIc層 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質火山灰層 八戸火山灰第m層。

第VId層 10YR7/6明黄褐色浮石層 土層断面図作成地点では風化が著しい。ただし、地点に

よってあまり風化していない部分がある。粗粒の浮石層である。八戸火山灰第II層。

第VIe層 10YR8/2灰白色粘土質火山灰層 八戸火山灰第 I層。

第Vlf層 10YR8/2灰白色浮石層 八戸火山灰第第 I層中に含まれる浮石層に相当する。

第Vlg層 10YR8/2灰白色粘土質火山灰層 八戸火山灰第 I層の下部。

第VII層 7.5YR4/4褐色粘士質火山灰土 高館火山灰層上部。最上部は5YR4/1褐灰色粘土質火

山灰土である。

遺物はほとんどが尾根の南側斜面から出土しており、主要な遺物包含層は第II層である。第II層は

To-bの有無を指標として第Ila層と第Ilb層に細分可能である。この事実は遺構の埋没時期を限定す

るのに重要である。 To-bの降下年代はほぼ縄文時代晩期末葉以降、弥生時代の初め頃と考えられてお

り（松山 1983)、To-bが遺構堆積土に含まれない場合、遺構の埋没年代をほぼ縄文時代に限定できる。
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第3章検出遺構とその出土遺物

第3章検出遺構とその出士遺物

第 1節検出遺構の概要

平成12年度の調査で検出された遺構は土坑21基、溝状土坑24基、溝跡22条、焼土遺構2基である。

フラスコ状土坑 土坑のうち12基はフラスコ状土坑で、標高64mから68mの斜面に位置し、 10基が

65m~67mの等高線の間に収まる。堆積士の主体は基本層序第II層に類似し、 To-bを含まないこと

から特に第Ilb層に類似する。遺物が伴うものはほとんど無く時期決定が難しい。しかし、第199号

土坑からは、士器片200片が出士し、すべて円筒下層d式と考えられ、周辺に廃棄された土器が流れ

込んだものと考えられた。また、フラスコ状士坑群付近から出上した土器は前期末～中期初頭のもの

が多く、フラスコ状土坑群はこの時期の所産である可能性が高い。付近からは住居跡は検出されてい

ない。住居跡から離れた位置に形成されたフラスコ状土坑群であると考えられる。

その他の土坑 フラスコ状士坑以外の士坑は堆積士の主体が基本層序第 I層に類似し、比較的新しい

時期の所産と考えられる。そのうち 2基は墜や底面に焼面が認められ、このうち 1基（第208号上坑）

は底面直上層全面から多量の炭化物が出土した。 •種の炭窯の可能性も考えられる。

溝状土坑 尾根頂部から南側斜面にかけて、ほとんどが、長軸が等高線に平行になるよう構築されて

いる。全て自然堆積と判断できた。堆積土にはTo-bを含まず、基本層序第Ilb層に類似し、このこと

から縄文時代に属するものと考えられる。第54号溝状士坑の堆積士上位及び遺構の周辺（層位的には

確認面より卜位）からは縄文時代後期末～晩期初頭の土器片が出上しており、これが後世の移動による

ものでないとすればこの溝状士坑はこのころまでには埋没していたと考えられる。第70・71号溝状

土坑は一方が埋没した後もう一方が構築されたことは明らかで、溝状土坑が構築された期間には一定

の時間幅があることも想定できる。以上から溝状土坑の構築・使用時期は縄文時代後期を中心とした

時期が想定できる。ただし、その下限が縄文時代後期の時間幅の中に収まるかどうかは明らかにでき

ない。

溝跡 堆積土の土質は基本層序第 I層に類似する。用途を特定することは難しいが、この地が畑地や

山林として利用されてきたことに関連する可能性が考えられる。調査開始以前には、北西一南東方向

にのびる第4・5・7・20・22号溝跡の上には防火帯かと思われる士手が築かれていた。土手は、

黒色士で形成されていたため、これらの第V層を掘り込んだ溝が現在の士手を構築するためのもとは

考えにくい。土手以前の土地区画を反映している可能性も考えられるが、その上限は明らかでない。

地滑り 人間の生活には直接の関連は見いだせないものの、地滑りの痕跡が検出された。平成10.

11年度の調査でも確認されており、全て八戸火山灰第IV層と同第皿層の間で生じていることが指摘

されている（青森県教育委員会 2001 : P8)。縄文時代の遺構はほとんどが地滑りにより変形して

いるが、変形していない第66号溝状士坑が変形している第214号土坑とわずかに重複している事実か

ら、地滑りが生じた後に構築された溝状土坑がある可能性は十分に考えられる。第70・71号土坑の

重複も、溝状土坑の構築・使用時期に一定の時間幅があることを示している。しかし、地滑りによる

ズレの量は個別の遺構により異なるし、同一遺構のうちでも異なる例（第54号溝状士坑）もあり、

地滑り量にミクロなレベルでの差異が生じる要因は複雑なものと予想される。従って、溝状土坑の地

―-7-



笹ノ沢(3)遺跡II

滑りによる変形の有無は時間差が要因であると断定することは難しい。地滑りが生じた時期は溝状土

坑が継続的に構築されていた縄文時代後期かそれよりも後と考えざるを得ない。

第 2節検出遺構

検出遺構の位償・規模等は以下の一覧にまとめた。基本的な形状は実測図を参照されたい。一覧で

は表現できない事項のある各遺構については特記することとする。特に、遺構の埋没状態は、実測

図・土層注記がその判断の根拠となるよう留意したつもりだが、その特徴を十分に表現できていない

ものも多い。また、考古学研究者間で堆積状態を判別するためのモデルが必ずしも共有されていない

と思われる。判断が難しいものがあることも事実だが、堆積状態は遺跡・遺構によって千差万別であ

り、全てパターン化して提示することが困難であること、どのような指標が有効であるか整備されて

いないこと、などが原因と思われる。どのような指標が有効であるか整備されていないことが不十分

な注記の原因でもあり、文章で説明する必要があると考えた。

遺構一覧

凡例

1. 平面規模は遺構下端の数値を用いた。縄文時代およびそれ以後の遺構は一般に黒色土中から掘り込まれており、火山灰士の崩落土も一般

的に認められることからも、黒色系統の士層の崩落士が遺構内の堆積土と して存在することが当然推定できる。従って、遺構の上端は、遺

構の埋没過程において崩落による変形を生じるのが当然のことと考えられる。検出面における上端の計測値は、周辺土層の堆積の厚さと掘

り込み面のレベルや検出時の掘り下げの程度によって若干の変化が生じる。従って、上端の計測値は、遺構の垂直方向の任意の位置におけ

る数値であり、それが変化する要因も一定でないことは明らかで、遺構の法量を表す基準値として用いるのは不適当であると考えられる。

下端は崩落による変化がないので、基準値として用いるのにより適当である。

2. 士坑・溝状士坑の深さは、 1/20セクション図・エレペーション図で遺構底面の最も低いところから最も高いところまでの計測値である。

溝は、溝に概ね直交するラインでの上端と下端のレベル差のうちの最大値を採用した。いずれも周辺士層の堆積の厚さと掘り込み面のレベ

ルや検出時の掘り下げの程度によって若干の変化が生じる性質のものであり、その取り扱いには注意を要する。

3. 溝の長さは1/50の実測図をキュルビメーターを用いて計測した。キュルビメーターの読みとり精度により、有効数字はO.lmとなった。

4. 一覧中の略号や記号の意味は次に示すとおりである。

<SK-0:SK-0と重複しSK-0より古い

>SK-0:SK-0と重複しSK-0より新しい

() : 発掘調査部分の数値 イタリック：下端の凹凸が激しく、上端の数値を示したもの

ゴシック：（青森県教育委員会 2001)の数値を用いたもの

遺構 検出 規模（単位： m) 地滑り に
遺構名 検出グリッド 底面 備考

記号 層位 長軸 短軸 深さ よるズレ

第197号土坑 SK-197 D-24・25 V V 1.88 1.08 0.33 無 人為堆積

第198号土坑 SK-198 A-23・24 V VIe~Vll 248 2.24 1.24 有 自然堆積

第199号土坑 SK-199 Oy-23・24 V VII 243 204 1.10 有 自然堆積斑状構造

第200号土坑 SK-200 A・Oy-23 V VIe~VII 2.32 2.20 1 55 有 自然堆積

第201号土坑 SK-201 Ow-23 V VIc 2.27 1.71 124 有 <SD-4・5 自然堆積

第202号土坑 SK-202 Ow・x-24・25 V VII 244 2.45 114 有 自然堆積

第203号土坑 SK-203 Ov・Ow-21 V VIe~VIg 1 96 1.47 1.21 有 自然堆積斑状構造

第204号土坑 SK-204 Ou・Ow-23 V VIc 1.66 114 1.06 有 <SD-6・7 自然堆積
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第 3章検出遺構とその出土遺物

遺構 検出 規模（単位： m) 地滑りに

遺構名 検出グリッド 底面 備考

記号 層位 長軸 短軸 深さ よるズレ

第205号土坑 SK-205 A-24・25 V VIc 2.04 164 1.26 有 自然堆積斑状構造

第206号士坑 SK-206 Ow・Ox-19 V V 1.75 1.42 0.41 無 人為堆積

第207号土坑 SK-207 Ox-25 V VIc 2.16 2.14 0.93 有 自然堆積

壁底面に焼面、炭化物多

第208号土坑 SK~208 Ow・Ox-27・28 V V 5.50 2.00 0.54 無
量出士堆積不明

第209号土坑 SK-209 A-9 V V 1.23 1.21 0.36 無 人為堆積

第210号土坑 SK-210 A-8・9 V V 1.72 1.56 0.48 無 人為堆積

第211号士坑 SK-211 Ox-17・18 V V 1.65 1.41 0.26 無 人為堆積

第212号士坑 SK-212 Ow-7 V V 0.95 0.86 0.22 無 自然堆積

第213号土坑 SK-213 Oy・A-26 V VIc 2.50 1.74 1.03 有 自然堆積斑状構造

<SV-60 自然堆積斑
第214号士坑 SK-214 A・B-25・26 V VII 2.49 2.17 1.94 有

状構造

第215号t坑 SK-215 C-25 V V 1.20 1.16 1.61 無 自然堆積

第217号土坑 SK-217 Ow-10 V V 0.96 0.50 0.09 無 人為堆積

壁に焼面 <SD-4・5・ 
第218号t坑 SK-218 V V 無

6・7・8 

第4号溝状土坑 SV4 G-23・24 V VId~VIg 3.30 0.17 0.85 無 自然堆積

第5号溝状土坑 SV-5 G·I—T-24·25 V 3.40 0.22 1.47 有 自然堆積

第49号溝状士坑 SV-49 E・F-16 V Via 4.66 0.24 1.04 無 自然堆積

第51号溝状土坑 SV-51 E・F-18・19 V 3.38 0.11 l.13 佃‘’‘‘ 自然堆積

第52号溝状上坑 SV-52 D・E-22 V VIc 4.06 0.06 0.78 有 自然堆積

第53号溝状土坑 SV-53 E・F-23 V VIc 3.60 0.15 1.11 有 自然堆積

第54号溝状土坑 SV-54 D-21 V 3.27 0.14 1.30 有 自然堆積

第[i[i号溝状土坑 SV-55 E・F-20・21 V VlcorVIc~ 2.96 0.07 1.14 有 自然堆積

第56号溝状士坑 sv~55 F・G-26・27 V gVIc 3.60 0.12 1.68 有 自然堆積

第57号溝状土坑 SV-57 Ox・Oy-16 V Vic 3.36 0.11 1.26 有 自然堆積

第58号溝状土坑 SV-58 Ow-17 V (1.45) (011) 1.20 無 自然堆積

第59号溝状土坑 SV-59 Ov• Ow-19 V 3.49 0.11 1.22 無 自然堆積

第60号溝状土坑 SV-60 B-25・26 V 3.46 0.14 1.28 無 >SK214 自然堆積

第61号溝状土坑 SV-61 Ov·Ow-6• 7 V 3.03 0.10 1.02 無‘‘ 自然堆積

第62号溝状土坑 SV-62 Ou・Ov-4・5 V 2.48 0.40 1.24 無 自然堆積

第63号溝状土坑 SV-63 Ov・Ow-3 V 3.06 0.10 1.44 無 自然堆積

第64号溝状土坑 SV-64 Ov-2 V 3.52 0.12 1.46 無 自然堆積

第65号溝状土坑 SV-65 Ov・Ow-1 V 3.64 0.15 1.30 有 自然堆積

第66号溝状士坑 SV-66 Ov・Ow-10・11 V Vld~Vlg 2.36 0.20 1.30 有 自然堆積

第67号溝状士坑 SV-67 Ow・Ox-5 V Vlc 3.16 0.13 0.98 有 自然堆積

第68号溝状士坑 SV-68 B-10 V 3.19 0.07 1.10 無 自然堆積
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笹ノ沢(3)遺跡II

遺構 検出 規模（単位： m) 地滑りに
遺構名 検出グリッド 底面 備考

記号 層位 長軸 短軸 深さ よるズレ

第69号溝状士坑 SV-69 Ou-1 V (1.26) (0.10) 1.22 無 自然堆積

第70号溝状士坑 SV-70 Ou・Ov-03 V 3.15 0.13 1.10 無 <SV-71 自然堆積

第71号溝状士坑 SV-71 Ou・Ov-03 V 3.58 0.12 1.48 無 >SV-70 自然堆積

廃棄ないし攪乱を受けた
第1号焼士 SN-1 Ot・0s-29 II 2.15 1.0 

可能性大

第2号焼士 SN-2 Oq-27 JI 0.48 0 31 

第4・5号溝跡 SD~4·5 2.26 0.60 無 <SK~218 

第6・7号溝跡 SD-6・7 V 2.52 0.57 無 <SK-218 

第8号溝跡 SD-8 V 13.0 0.52 0.43 
佃’’‘‘ >SK-204 <SK-218 

第9号溝跡 SD-9 V 49.1 0.74 0.53 無

第14号溝跡 SD-14 V 3.5 0.63 0.17 無

第15号溝跡 SD-15 V 5.1 0.52 0.27 無

第16号溝跡 SD-16 V (21.5) 0.87 0.62 無 >SK-218 

第17号溝跡 SD-17 V 6.3 0.48 0.09 
佃’‘‘‘ 

第18号溝跡 SD-18 V 6.3 0.46 0.11 無

第19号溝跡 SD-19 V 3.50 0.62 0.60 無

第20号溝跡 SD-20 V V 0.99 0.50 無

第21号溝跡 SD-21 V 15.3 0.30 0.15 細"" 

第22号溝跡 SD-22 V 1.30 041 
佃’‘‘‘ 

第23号溝跡 SD-23 V 10.0 0.20 0.17 無

第24号溝跡 SD-24 V 10.0 (0.34) 0.18 無

第25号溝跡 SD-25 V 2.9 0.90 0.16 無‘‘ 

第26号溝跡 SD-26 V 5.0 0.86 0.17 無

第27号溝跡 SD-27 V 7.5 0.92 0.11 
佃’’‘‘ 

第30号溝跡 SD-30 V 6.00 0.42 0.16 紐‘‘‘‘ 

第31号溝跡 SD-31 V 4.75 0.61 0.12 無

フラスコ状土坑の堆積土について

フラスコ状土坑内の堆積士を観察した結果、今回の調査ではほぼ全ての土坑に共通するパターンが

認められた。その内容を以下に列挙する。

① 基本層序第Ilb層に類似する黒色・黒褐色の砂質シルトを主体とする。中振浮石を主要な母材

とすると考えられる。シルト・粘士粒子のレベルで、八戸火山灰層や高館火山灰層の風化した粘

上質・浮石質の士層が多量に混入することはない。

② 黒色・黒褐色の砂質シルト中には塊状の火山灰士が認められない。認められても、径数mmのも

のが少量で、人為的に攪拌・混合されたとは考えにくい。

-14-



第3章 検出遺構とその出上遺物
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SK-197 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色シルト

黄褐色火山灰土微鼠含むc

第2層 10YR2/1黒色シルト

第3層 10YR2/1黒色シルト

黄提色火山灰土（塊状、ゆ5mm~1 cm)含む。

第4層 10YR2/1黒色シルト

黄褐色火山灰土（塊状、の3~5cm)含む。

第 5層 10YR2/2黒褐色シルト

黄褐色火山灰土（塊状、 ゆ5mm~1 cm)含む。

A B 
66.900m -

゜
(S =1/40) 2m 

図5 第197号土坑

③ 壁際には火山灰土と、堆積の主体をなしている黒色・黒褐色の砂質シルトの混合した土層が認

められるが、中央部には認められない。これは、壁の火山灰土が気温の変化や含有水分量の変化、

あるいは凍結・融解などの自然営力によって風化し、黒色・黒褐色の砂質シルトと混合したもの

と思われる。

④ 黒色・黒褐色の砂質シルトと混じり合わない純粋な火山灰土が壁際に認められる。多量にある

場合、士色・土質・粒径などの特徴から複数の層に細分可能である。その細分層の上下関係は、

特徴が一致する壁の火山灰土の上下関係と一致し、壁の火山灰土の複数層序が塊状に崩落したも

のと考えられる場合が多い。

⑤ 堆積土内に認められる火山灰士は、遺構の壁においてそれが起源すると思われる層序の上端よ

りも低いレベルで認められる。逆にいえば、堆積土内に認められた火山灰士は、遺構の壁におい

てそれが起源すると思われる層序の上端より高いところには堆積していない。崩落士である限り、

それが起源する火山灰土より高い位置にあることは物理的にあり得ない。

以上により、フラスコ状土坑は自然堆積であると考えた。

堆積土の一部には若干土色の異なる砂質シルトが、互いに円形を呈し、その境界が不明瞭で、そ

の配置は規則的であるという構造が認められた（写真図版4-18)。報告者はこれを斑状構造と仮

称している（中村 2001)。斑状構造は粒径の明らかに異なる二種の士（たとえば粘土質火山灰土と

砂質シルト）の間でも認められ、また（粘土質火山灰土と砂質シルトほど違わないという程度の意

味で）同質の士でも認められることが明らかになった。二種の土が規則的な配列を示すことから、

自然営力により生じた可能性が高いと考えられる。

- 15-
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SK-198 

第 1層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第2層 10YR2/l黒色砂質シルト
第3層 10YR2/2黒褐色砂質シルト ct,5mmの黄褐色浮石微量。
第4層 10YR4/4褐色シルト質火山灰士 壁の崩落士。

第5層 IOYR2/1黒色砂質シルト ct,3rnrnの黄褐色浮石微景。

第6層 10YR2/:l黒褐色砂質シルト ゆ5mmの黄褐色浮石微量。
第7眉 10YR2/2黒褐色砂質シルト c/J3mmの黄褐色浮石微量。

第8婿 10YR4/6褐色シルト質火山灰士 壁の崩落士。
第9層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 心2~3mmの黄褐色浮石微最。

第10層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土 壁の崩落土。
第11層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土 壁の崩落土。

第12層 10YR4/6褐色粘土阿火山灰土 墜の崩洛L。
第13層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第14層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第15層 10YR3/2黒褐色シルト
第16層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第17層 10YR3/4暗褐色シルト
第18屈 10YR4/6褐色シルト質火山灰十． 壁の崩落士。
第19眉 lOYR.2/2黒褐色砂質シルト

第20屈 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第21層 10YR3/3暗褐色シルト
第22屑 10YR6/6明黄褐色シルト質火山灰士 壁の崩落土。

第23/l!! 10YR5/8黄褐色火山灰土と暗褐色シルトの混合士
第24層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土 壁の崩落土。

第25層 10YR6/8明黄褐色シルト質火山灰土 壁の崩落上。
第26層 10YR6/8明黄褐色シルト質火山灰土 壁の崩落土。

第27層 7.5YR5/6明褐色粘土質火山灰土 壁の崩落土。
第28層 10YR2/l黒色砂質シルト

SK-198 

' 
番号 1 層 位

2層

外面文様等

RLR横位回転

内面調整等

縦方向のナデ 繊骨:し 1 前期末~期中期初 1 備考

図6 第198号土坑
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第 3章検出遺構とその出土遺物

~ 叫 SK-199 

ID ______、 第la層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 壁の火山灰

/ニ- --- 土と砂質シルトの斑状構造。 ¢2mmの黄褐

/• -.........._~ ...........' ...._ ' 色浮石微量。

ヽ` ‘ ヽ 第lb層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 壁の火山灰
ヽ 士と砂質シルトの斑状構造。ゆ5mmの黄褐ヽ
ヽ

色浮石微量。＼ 

第2層 10YR3/4暗褐色砂質シルト rJ> 1~2mmの

火山灰土粒含む。

第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 壁の粘土質

A I'.¥ /~ 
I 火山灰土と砂質シルトの斑状構造。
I 

＇ </)2mmの黄褐色浮石微量。， 

／ 
＼ 第4層 10YR2/3黒褐色砂質シルト (/J2mmの黄褐
I 

／ 
I 色浮石微量。

第5a層 10YR3/4暗褐色シルト 壁の粘土質火山

ノ 星
灰士と砂質シルトの斑状構造。 <1>2mmの黄

＇ 褐色浮石微量。
／ 

じ0ー

“ 
第5b層 10YR3/2黒褐色シルト 壁の粘土質火山

叶 灰土と砂質シルトの斑状構造。の5mmの黄

褐色浮石微量。
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第6層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 壁の粘土質火山灰土と砂質シルトの

斑状構造（粘土質火山灰の割合低い）。 4>5mmの黄褐色浮石微量。

第7層 10YR3/2黒褐色シルト 壁の粘土質火山灰土と砂質シルトの斑状

構造。炭化物多量。

第8層 10YR3/4暗褐色シルト 歴の粘十＿質火山灰土と砂質シルトの斑状

構造。

第 9層 10YR5/6黄褐色火山灰上 壁の崩落十一

第10層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第11層 10YR3/4暗褐色シルト質火山灰土 壁の崩落土。

第12層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第13暦 10YR5/8黄褐色火山灰土 壁の崩落土。

第14層 10YR3/4暗褐色シルト 壁の粘土質火山灰土と砂質シルトの斑状

構造。 4>2mmの秤石含む。

第15層 10YR4/6褐色火山灰七壁の崩落土。

第16層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 4>1-5mmの火山灰土粒・ゆ8cmの火

山灰土ブロックを卜部に含む。

第17層 10YR3/4暗褐色シルト 既の火山灰十．と砂質シルトの斑状構造。

第18屈 10YR3/4暗褐色シルト 壁の火山灰土とシルトの混合士。

第19層 10YR3/4暗褐色シルト 壁の火山灰土と砂質シルトの混合七。

第20層 10YR5/6黄褐色火山灰上壁の崩落上。

第21暦 10YR3/4暗褐色シルト ゆ1-5nunの火山灰七粒微旦。

第22層 10YR5/8黄褐色火山灰上 壁の火山灰士の崩落。

第23層 10YR3/4暗褐色シルト

第24層 10YR6/6明黄褐色火山灰1 壁の崩落土。
第25層 10YR3/4賠褐色シルト

第26層 10YR2/3黒褐色シルト 4> 1-lOrnmの火山灰土粒微量。

第27暦 10YR3/4暗褐色シルト ゆ3mmの火山灰十粒微量。

第28層 10YR5/8黄褐色火山灰土・ 10YR4/4褐色粘土質火山灰七壁の崩

］已言］言戸量ご雪五"崩落土
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図7 第199号土坑・出土遺物 (1)

-17-



笹ノ沢(3)遣跡n

7
 

nロロロ
8
 

ぃ

('9・1.
＇忙

10 

11 

12 

n日
日
日
m

1|_ll|ゎ

叫門ー

14 
15 

a >
22 

23 

a ］ ［ 27 

26 

2,8 

25 

鬱ゃC' ［ 
I I ~---,. , -... . ....ふ'.ぞ.・ _,._-.... . ・~.・,ベ―,;-,---l'i-・・----、-: ・.Y一.'・.__ ... ..,.-_-, わ_. __ ,,....-f,., .• ...._ ー-＇ 9 > 'tr沙，｝叫

30 

31 

32 

涜裕羨贔芯屡,,索'：：唸'・ 計，1, >

~ 
心'""''"~''. り,(.・_,,・,t I' ', 

36 

35 

゜
(S ;,l/3) 

10cm 

, .. ,. 

I~ ' ........ 

:13 

34 

L---I 

図8
第199号土坑出土遺物 (2)

-is-

19 

囚

’.m

＇

ー

・

.

.

 

20 



第 3章 検出遺構とその出土遺物

SK-199 

番号 層位• 取り上げ番号 外面文様等 内面調整等 胎士 時期 備考

7-1 7層：P154・155 17層P-163 多軸(R+R二本一組）縦位 やや風化横方向のナデ 繊晉鉄石英黒岩 円筒下層d 個体3

7-2 17層：P-125 単軸1類(R)縦位 縦方向のナデ 繊石英黒岩 円筒下層d 個体2

7-3 1層：P-5 7層：P-118 17層：P-X 羽状結束1種横位 風化 繊鉄 円筒下層ct 個体4

7-4 確認面 多軸(R+R二本一組）縦位 縦方向のミガキ 繊脅石英黒 円筒下層d 個体6

7-5 1層：P-15・46 6層P-32•87 19層：P-165 多軸(R+R二本一組）縦位 縦方向のナデ 繊骨鉄石英黒 円筒下層d 個体1

7-6 6層：P-82•X 7層P-16012層 P-162 単軸1類(R)縦位 縦方向のナデ 繊石英黒岩 円筒下層d 個体2

8-7 18層：P-124 
口縁部：撚糸側面圧痕(R) 頚部多軸圧痕

横方向のナデ 繊石英 円筒下層d 個体1
胴部多軸(R+R二本一組）縦位

8-8 7層：P-101 単軸1類(R)縦位 縦方向のナデ 繊鉄石英 円筒下層d 個体2

8-9 2層P-1356層 '84·88•94 7層 P-102 単軸1類(R)縦位 縦方向のナデ 繊脅鉄石英黒 円筒下層d 個体2

8-10 6層：P-89 7層P-111・116・117 単軸1類(R)縦位 縦方向のナデ 繊石英岩 円筒下層d 個体5

8-11 7層：P-105 A-25ll層P-X 多軸(R+R二本一組）縦位 縦方向のナデ 繊骨鉄石英黒 円筒下層d 個体l

8-12 lb層：P-66 7層：P-121 
ロ縁部撚糸側面圧痕(R) 頚部：多軸圧痕

横方向のミガキ 繊鉄石英黒 円筒下層d 個体l
胴部・多軸(R+R二本一組）縦位

8-13 lb層：P-137 SK-198-2・5・7層 P-X
ロ縁部単軸6A類頚部：撚糸側面圧痕 口縁ヨコ頚部以下：縦方

繊脅石英 円筒下層d 個体10
胴部．多軸(R+R二本一組）縦位 向のナデ

8-14 lb層：P-X 3層：P-130 7層：P-110 
口縁部：撚糸側面圧痕(LR)、結節回転文

横方向のミガキ 繊骨石英黒 円筒下層d 個体II
(LR) 胴部：単軸］類(R)縦位

8-15 lb層P-61・807層P-99 多軸(R+R二本一組）縦位 縦方向のナデ 繊浮骨鉄 円筒下層d 個体6

8-16 lb層：P-1 ・ 142•!43 5b層P-79 単軸1類(R)縦位 やや風化ナデ 繊石英岩 円筒下層d 個体5

8-17 5b層P-78 Oy-26 I層 LR横位（羽状の一部？） 板状工具によるナデ 繊鉄石英黒岩 円筒下層d 個体4

8-18 3層P-55
単軸］類(R)縦位（二段の縄を母胎にした

縦方向のナデ 繊石英黒 円筒下層d 個体5
自縄自巻？）

8-19 lb層：P 138 6層：P-149 羽状結束1種横位 縦方向のナデ 繊鉄浮 円筒下層d 個体4

8-20 6層.P-86 単軸］類(R)縦位 縦方向のナデ 繊浮鉄石英 円筒―卜層d 個体5

8-2] ]層P-55 6層：P 88 単軸1類(R)縦佐 縦方向のナデ 繊鉄骨石葵黒 円筒下層d 個体2

8-22 6層：P-90 RL側面庄痕 横)j向のミガキ 繊鉄針石芙黒 円筒下層d 個体8

8-23 lb屑：P-72 多軸(R+R一本一組）縦位 縦方向のナデ 繊浮石英 円筒下庖d 個体6

8-24 
lb暦：P-140・144 6層P-148・151 7層P-

多軸(J.)縦位回転 剥落多 繊照骨 円筒卜屈d 個体3
106・153 

8-25 lb層：P-64 A-25ll層 多軸(R+R二本一組）縦位 縦ガ向のナデ 繊石英黒 円筒下層d 個体l

8-26 1層：P-44 2層：P-133 単軸1類(R・Ll側面圧痕 横～斜方向のミガキ 繊浮 円筒下腐d 個体9

8-27 11曽：P 21 61晉P-81 羽状結束1祉横位 やや風化縦方向のナデ 繊浮烹 円筒下暦d 佃体4

8-28 lb層：P-65 多軸(L+J、二本一組）縦位 やや風化 繊浮石英黒 円筒下層d 個体3

8-29 1層：P-2-3 撚糸側面圧痕(L) 横方向のナデ 繊 円筒下層d 個体13

8-30 j層：P-28 lb層P-76
日縁部・単軸1類(R)横位頚部

横方向のナデ 線脅浮石英 円筒下屑d 個体4
LR側面圧痕胴部：LR(羽状の一部）

8-3] 11晉：P-37 多軸(R+R=本一組）縦位 縦方向のミガキ 繊鉄石英 円筒ド恩d 個体6

8-32 1層：P必-a 洋軸1類(R)縦位 風化 繊浮 円筒下暦d 個体5

8-32 lb層：P-123 
口緑部単軸6A類 胴部単軸!A類

横方向のミガキ 繊骨 円筒下l曽d 個体12
(R+L――本一組）縦位

8-34 1暦P-52 5b層：P-77 単軸(R+L二本一組）縦位 風化 繊骨浮 円筒ド層d 個体7
8-35 1層P-38 多軸(R+R二本一組）縦位 縦方向のエ具ナデ 繊浮鉄 円筒下層d 個体6

8 36 lb層：P-30・57 多軸(R+R二本一組）縦位 縦力向のミガキ 繊鉄石苑黒 円筒下層d 個体6
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図9 第199号土坑遺物出土状況．接合状況（ゴシックは実測図番号）
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SK-200 

第 1層 10YR2/2黒褐色砂質シルト (/J5~10mmO)黄褐色浮石含むロ

第2層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/J3~5mmの黄褐色浮石含む。

第3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト シルトと壁の火山灰十．の混合土。

第4層 10YR2/3黒褐色砂質シルト (/J3~5mmの黄褐色浮石含むが、第2

暦より少ない。

第5屈 10YR2/3黒褐色砂質シルト のl~lOmmの黄褐色浮石が上部に多

く認められる。。

第6層 lOYR:'l/4暗褐色砂質シルト (/J3~5mmの黄褐色浮石含む。

第7層 10YR4/6褐色シルト 黒色系シルトと壁の火山灰土の混合土。

第8暦 10YR4/6褐色シルト 黒色系シルトと壁の火山灰土の混合士。

第9層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第10層 10YR5/8黄褐色シルト 黒色系シルトと歴の火山灰土の混合土。

第11層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト (/J3mmの黄褐色浮石含む。

第12層 10YR4/6褐色シルト 1>3~5mmの黄褐色浮石含む

第13層 10YR2/3黒褐色シルト c/J5~10mmの黄褐色浮石、ゅ3~5mmOJ黄

褐色火山灰土含む。

第14層 10YR2/3黒褐色シルト (/J 5~10mmの黄褐色浮石、の3~5mmの黄

褐色火山灰十含t似

第15層 IOYR3/4暗褐色シルト <J,l~lOmmの黄褐色浮石含む。

第16層 10YR3/4暗褐色シルト <J,1~5mmの黄褐色浮石含む。

第17暦 10YR2/3黒褐色シルトと10YR4/6褐色シルトの涅合土 <J, 1~2omm 
の黄褐色浮石含む。

第18層 10YR5/8黄褐色シルト 壁の火山灰士と褐色シルトの混合土。

第19層 10YR5/8黄褐色火山灰士墜の火山灰土の崩落土。

第20層 10YR5/6黄褐色シルト 黒褐色シルトと壁の火山灰土との混合十ー。

第21暦 10YR5/6英褐色粘土質火111灰土

第22庖 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土

第23層 10YR5/6黄褐色粘上質火山灰上

第24層 IOYR3/4暗褐色シルト

第25層 10YR3/4暗褐色シルト

第26層 10YR5/8黄褐色シルト

第27暦 10YR2/3黒褐色シルト

第28il'l 10YR3/4暗褐色シルト

図10 第200号土坑

第199号土坑遺物出土状況．接合状況について（図7~9)

第199号土坑からは200片の士器片が出士した。うち、 166片について出土位置を記録して取り上

げた。その他は細片のため出土位置を記録しなかったか、遣構確認時・精査時に若干移動したため出

士位置を記録できなかったものである。これらの遺物も層位を記録して取り上げることを基本とした。

しかし、細片などは整理時の手違いで、層位を読みとれなくなったものが若干ある。出土遺物の帰属

層位を決定する方法は第 1章第3節に述べているのでここでは繰り返さない。

士器は、縄文時代前期末葉～中期初頭のもののみが出土した。口縁部破片は全て円形下層dl式で

ある。また、胴部破片は第4章の当該時期の文様分類ク (p45)が見られず、円筒下層dl式に限られ

る可能性が高いと考えられる。

土器の垂直方向の分布は確認面から底面まで認められるが、多くは遺構の垂直方向における上位

2/3に集中する。層中から出士し、層理面に集中する傾向は認められない。平面における遺物の分布
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SK-201 

A-B C-D 

第 1層 10YR2/3黒褐色砂質シルト cP 2~5mmの黄褐色浮石含む。

第2層 lOYR2/2黒褐色砂質シルト c/)5~10mmの黄掲色浮石含む。

第 3層 10YR1/4褐色砂質シルト ゅ3mmの黄褐色浮石含む。
第4層 10YR3/4暗褐色シルト 競の崩落と思われるゆ5mmの浮石含む。

第 5層 l0YR2/2黒褐色砂質シルト 3~5mmの黄褐色浮石含む。

第6層 10YR6/8明黄褐色火山灰土 壁の崩落土。

第 7層 10YR2/2黒褐色砂質シルト c/)2mmの黄褐色浮石含む。

第8暦 10YR3/l黒褐色砂質シルト cP 5mmの黄褐色浮石含む。

第9眉 10YR3/4暗褐色シルト 火山灰土粒微量含む。

第10層 10YR3/3暗褐色砂質シルト cP3mmの黄褐色浮石含む。

第11屑 10YR2/3黒褐色シルト の5mmの黄褐色浮石含む。
第12暦 10YR4/4褐色シルト c/)3mmの黄褐色浮石多最含む。

第13眉 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土 プロック状に崩落した競の

崩蒋土と考えられ、堅い。

第14層 10YR3/4暗褐色砂質シルト cP3~5mmの黄褐色浮石含む。

第15層 10YR4/3にぶい黄褐色シルト 火山灰土粒多籠含む。

第16層 10YR2/2黒褐色シルト 火山灰士粒含む。

第17層 10YR4/4褐色シルト質火山灰十． 壁の崩洛土。

第18層 10YR5/6黄褐色火山灰土・浮石壁の崩落土。

第19層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第20屠 10YR3/l黒褐色砂質シルト

第21層 10YR5/8黄褐色浮石 壁の火山灰土の崩落土。

第22層 10YR5/8黄褐色浮石 競の火山灰十．の崩落上。

第23層 10YR6/6明黄褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩洛土。

第24暦 10YR4/4褐色粘土質火山灰土壁の火山灰士の崩落土。

第25層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 監の火山灰土の崩落十心

第26層 10YR5/6黄褐色浮石 壁の火山灰上の崩落土。

第27層 10YR4/6褐色浮石 壁の火山灰土の崩落土。

第28暦 10YR6/4にぶい黄橙色粘士質火山灰上 壁の火山灰土の崩落土。

第29暦 10YR4/4褐色粘土質火山灰土壁の火山灰土の崩落十:,

第30層 10YR6/6明黄褐色粘士質火山灰土 競の火山灰十，の崩落土。

第31層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト

第32層 10YR4/6褐色粘士質火山灰士 壁の火山灰土の崩落土。

E-F 

第 1層 10YR2/3黒褐色シルト (/>2-5mmの浮石少量。 10YR5/4にぶ

い黄褐色粘十質火山灰少量含む，

第2層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 4>2-lOmmの浮石少量。

図11 第201号土坑

は、多くは開口部より内側に分布している。

接合例は35例認められた。数十cmのレベル差のものが接合する場合がある。また、遺構外の遺物

と接合する例、遺構間接合する例がある。

土器の数量は、口縁部で14点 (10個体： （）内は個体識別を行った場合の個体数）、底部が6点

(5個体）、口縁部と胴部の組み合わせが不明なものがあるため、口縁部・胴部・底部すべてについて

個体識別を行った場合は13個体分を識別することができる。同一個体でも出土位置に相当程度のレ

ベル差・層位差が認められる。

以上の点から、第199号土坑出土遺物は、周辺に廃棄された遺物が自然営力によって移動し、時間

差を持って土壌とともに流人したものと考えられ、堆積土の様相とも調和的である。従って、遺物の

出土状況からも遺構堆積士の形成過程をある程度復元することは可能であると考えられる。
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第 1阿 10YR2/3黒褐色砂質シルト ct,5rnmの黄褐色浮石微量。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第2層 10YR2/2黒褐色砂質シルト ゆ5mmの黄褐色浮石微呈。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構始。

第 3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト ct,5rnrnの黄褐色浮石微量。炭化物粒微星。

暗褐色砂質シルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第4層 10YR4/4褐色シルト 上半部は暗褐色砂質シルトとの斑状構造。

第5層 10YR2/2黒褐色砂質シルト ゅ3mmO)黄褐色浮石微量。暗褐色砂質シ
ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第6層 10YR3/3暗褐色砂質シルト ct, 5mmの黄褐色浮石微景。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第 7Jl!j 10YR2/2黒褐色砂質シルト ゆ1cmの黄褐色浮石微量。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第8層 JOYR3/3暗褐色砂質シルト ゅ3mmの黄褐色浮石微星。暗褐色砂質シ
ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第 9層 10YR2/3黒褐色砂質シルト暗褐色砂質シルトと黒褐色砂質シルトの

斑状構造c

第10層 10YR3/4暗褐色砂質シルト ゆ5mmの黄褐色浮石微量。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第11層 10YR4/6褐色シルト質火山灰上

第12層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰士と暗褐色砂質シルトの斑状構造。

第13層 10YR3/3暗褐色砂質シルト の5mmの黄褐色浮石微量。暗褐色砂質シ
ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第14層 10YR3/4暗褐色砂質シルト ct,5rnrnの黄褐色浮石微量。

第15層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土

第16層 10YR2/2黒褐色砂質シルト の2mmの黄褐色浮石微量。
第17層 10YR4/6褐色砂質シルト 壁の崩落による火山灰土プロック含む。

第18層 IOYR3/3暗褐色砂質シルト

第19層 10YR3/3暗褐色砂質シルト ct, 1cmの黄褐色浮石微量。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第20層 10YR3/3暗褐色砂質シルト ct,5mmの黄渇色浮石少量。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第21層 10YR3/4暗褐色砂質シルト ct,3mmの黄褐色浮石微量。暗褐色砂質シ

ルトと黒褐色砂質シルトの斑状構造。

第22層 10YR5/6黄褐色シルト ct,5mmの浮石少量。壁の崩落による黄褐色火

山灰土プロック含む。

第23層 10YR2/3黒褐色砂質シルト ct,2mmの浮石少量。

第24層 10YR3/2黒褐色砂質シルト ゅ2mmの黄褐色浮石少量。
第25層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 火山灰土ブロック含む。

第26層 10YR2/3黒褐色砂質シルト の3mmの黄褐色浮石少量。
第27層 10YR4/4褐色火山灰土

第28層 10YR5/8黄褐色火山灰土

A 66.000m _lし

c
 

66.000m工し

第29層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第30層 10YR4/6褐色火山灰十．

第31層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 火山灰士ブロック含む。

第32層 10YR6/6明黄褐色シルト質火山灰土 プロック状に崩蕗したものと

考えられ、非常に堅い。

第33層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土。

第34層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第35層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第36層 10YR3/4暗褐色砂質シルトと10YR4/6褐色火山灰上が不均ーに混

合したもの。

第37/f!! 10YR4/6褐色シルト質火山灰土と10YR3/3暗褐色砂質シルトの混

合土

第:JS層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第39層 10YR4/6褐色火山灰土 黒褐色砂質シルトを一部に含む。

第40層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第41暦 10YR4/4褐色砂質シルト

第42層 10YR6/61JJJ黄褐色火山灰土

第43層 10YR4/4褐色砂質シルト

第44層 10YR3/2烹褐色砂質シルト

第45層 10YR3/3暗褐色砂質シルト </)2mmの黄褐色浮石少量。

第46層 10YR2/3黒褐色砂質シルト ゆ5cmの火山灰土ブロック含む。

第47層 10YR2/3県褐色砂質シルト

第48層 10YR6/8明黄褐色浮石 の2mm。
第49層 10YR5/8黄褐色火山灰土

第50層 10YR5/2灰黄褐色火山灰土

第51層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土

第52層 10YR7/6明褐色砂質火山灰土

第53層 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質火山灰土

第54層 !OYR6/6明黄褐色シルト質火山灰土

第55層 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質火山灰土

第56層 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質火山灰土

第57層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第58層 10YR6/6明黄褐色火山灰土 ブロック状に崩落したものと思われ

堅い。'

第59層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第60層 10YR6/6明黄褐色火山灰土 ブロック状に崩落したものと思われ

堅い。

第61層 10YR7 /6明褐色火山灰土

第62層 10YR5/4にぶい黄褐色粘士質火山灰土

第63層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第64層 10YR4/6褐色火山灰土

第65層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第66層 10YR6/4にぶい黄褐色火山灰土

第67層 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質火山灰土

図12 第202号土坑
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第 1層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト ¢2mmの黄褐色浮石含む。

第2層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト 火山灰土を斑状に含む。

第 3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト ¢2mmの黄褐色浮石微量。

第4層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 木痕による攪乱。

第 5暦 2.5Y3/l黒褐色砂質シルト の5mmの黄褐色浮石含む。

IOYR2/3黒褐色砂質シルトを葉理状に含む。

第6層 10YR2/3黒褐色砂質シルト IOYR3/4暗褐色砂質シルトが斑状に

認められる。の2mmの黄褐色浮石含む。

第 7層 lOYR2/2黒褐色砂質シルト 10YR3/3暗褐色砂閃シルトが斑状に

認められる。 ¢10mmの苫褐色浮石含む。

第8屠 10YR3/3暗褐色砂質シルト 10YR4/4暗褐色砂質シルトが斑状に

認められる。 ¢2mmの黄褐色浮石含む。

第 9層 10YR2/2黒褐色砂質シルト ゆ5mmの黄褐色浮石含む。

第10層 10YR3/2黒褐色砂質シルト IOYR3/3暗褐色砂質シルトが斑状に

認められる。 ¢5mmの黄褐色浮石含む。

第11崩 10YR2/2黒褐色砂質シルト q, 1cmの黄褐色浮石含む。

第12居 IOYR3/3暗褐色砂質シルト 10YR3/2 暗褐色砂質シルトが

斑状に認められる。

第13層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 木痕による攪乱。

第11層 10YR4/4褐色火山灰十とIOYR2/3黒褐色砂質シルトの混合土

第15層 10YR2/2黒褐色砂質シルト ¢3mmの浮石含む。

第16庖 IOYR3/2黒褐色砂質シルト ¢5mmの浮石含む。

第17屈 IOYR2/2黒褐色砂質シルト

第18層 IOYR3/2黒掲色砂質シルト

第19層 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト 10YR4/6 褐色火山灰士が菓理状に

認められる。

第20層 IOYR4/6褐色火山灰土と黒色砂質シルトの互層

第21層 1 OYR3/4暗褐色砂質シルト

第22層 !OYR6/6明黄褐色粘土質火山灰土 壁の火山灰土の崩落士

第23層 10YR4/6褐色シルト

第24層 10YR5/6黄褐色火山灰土掘りすぎ。

第25層 IOYR4/4褐色浮石と黒色砂質シルトの混合上。

第26層 IOYR3/2黒褐色シルト ¢3mmの黄褐色石微星。

第27層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト

乃臀虞＇ー
妙
翌
ぷ
g

屈
鸞
喜
り

汀
y
．
紗
滑
収
．

SK-205 

戸 1 層位 1 外面文様等
1 4層 RLR横位回転

内面調整等

縦方向のミガキ 繊骨!!I前期:~=期初 I 備考

SK-202 

戸1 2層 外面文様等 1 内面調整等

多軸(R+L 二本一組）縦位 縦方向のミガキ ~n:! 英黒 1前期=-=期初1 備考

図13 第205号土坑• 第202号土坑出土遺物

-23-



笹ノ沢(3)遺跡II
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SK-203 

第 1層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト <P3mmの黄褐色浮石微量。

第2層 IOYR3/:3 暗褐色砂質シルト <P5mmの黄褐色浮石含む。

第 3層 10YR3/4 暗褐色砂質シルト </>3mmの黄褐色浮石含む。

第4層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト <P3mmの黄褐色浮石含む。

第5屈 10YR3/3 賠褐色砂質シルト

第6層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト

第7層 IOYR3/4 陪褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落土。

第8層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト

第9層 lOYRZ/3 黒褐色砂質シルト

第10層 10YR4/6 褐色シルト質火山灰十． 壁の火山灰士の崩落士。

第11層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト <P3mmの黄褐色浮石含む。

第12層 10YR3/3 暗褐色シルト 壁の火山灰土の崩落土を含む。

第13層 10YR3/3 暗褐色シルト質火山灰上

10YR5/6 黄褐色砂質シルト質火山灰土

どちらも壁の火山灰士の崩落。

第14屈 IOYR3/2 黒褐色砂質シルト

第15層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト

第16層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト

10YR5/6 黄褐色火山灰士ブロック50%0

第17屈 10YR2/3 黒褐色砂質シルト

第18層 10YR4/4 褐色シルト質火山灰土。壁の火山灰土の崩落土。

第19層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト

第20層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト

第21層 10YR3/4 暗褐色砂質シルト

第22層 10YR4/2 灰黄褐色シルト

第23層 IOYR3/3 暗褐色砂質シルト

第24層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト質火山灰土

壁の火山灰士の崩落士。

第25Jl"i 10YR2/3 黒褐色砂質シルト
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10 

掘りすぎ
（八戸火山灰IV層）

15 " 木根
掘りすぎ
（八戸火山灰III層）

SK-204 

第 1層 10YR3/3 暗褐色シルト

</J3mmの黄褐色浮石多量。

第2層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト

</J5mmの黄褐色浮石含む。

第3層 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト

ゅ3mmの黄褐色浮石含む。
第4層 10YR4/4 褐色砂質シルト

第5層 10YR3/4 暗褐色砂質シルト

第6層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト

第7層 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト

第8層 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土

第9層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト

第10層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト

第11層 10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土

第12層 10YR3/4 暗褐色砂質シルト

(/J3mmの黄褐色浮石含む。

第13層 10YR3/4 暗褐色砂質シルト

第14層 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土

第15層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト

r/J3mmの黄褐色浮石含む。

第16層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト

第17層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト

堆積土中の黄褐色浮石はいずれも

八戸火山灰IV層に起源するものと

考えられる。

図14 第203・204号土坑
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第 3章検出遺構とその出土遺物
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SK-206 

第 1暦 10YR2/2黒褐色シルト 10YR7/6明黄褐色の軽石ブロック多景含

む。

第2層 IOYR4/6褐色シルト c/J4~8mmの浮石少量含む。

第 3層 10YR3/3暗褐色シルト

SK-207 

第 1層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト ゅ1~5mmの黄褐色浮石微塁。
第2層 IOYR2/l黒色砂質シルト c/J2~8mmの黄褐色浮石微量。

第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/Jl~3mmの黄褐色浮石微量。

第4層 10YR3/4暗褐色砂質シルト c/J2~5mm(l)黄褐色浮石微最。

第 5暦 lOYRl.7/1黒色砂質シルト c/J 1 ~5mrn(l)黄褐色浮石微景。

第6層 10YR2/3黒褐色シルト c/Jl~3mmの黄褐色浮石微量。

第 7層 10YR1/1褐色砂質シルト c/J 1 ~5mmの黄褐色浮石少量。

第8層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/J 1 ~3mm(l)黄褐色浮石微量。

第9屑 10YR5/8黄褐色シルト質火山灰七 壁の火山灰士の崩落土。堅く

しまっている。

第10層 IOYR2/3黒褐色砂質シルト の2~5mmの黄褐色浮石微量。

第II層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰士の崩落土。堅くし

まっている。の2~5mmの浮石微量。

第12層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/J 2~5mmの黄褐色浮石微量。

第13層 IOYR2/3黒褐色砂質シルト の2~5mmの黄褐色浮石微量。

第14層 IOYR3/4暗褐色シルト質火山灰土 ブロック状に崩落したと思わ

れ、堅くしまっている。壁の火山灰土の崩落土。 c/J2~5mmの浮石

微量。

第15層 IOYR3/2黒褐色砂質シルト の1~5mmの黄褐色浮石微量。

第16層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト c/J 2~5mmの黄褐色浮石微量。

第17層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト の2~5mmの黄褐色浮石微量。

第18層 10YR3/2黒褐色砂質シルト ゆ3~5mmの浮石微量。壁際に、崩落

土と思われるIOYR4/6褐色土が幅10cm混じる。

第19層 IOYR4/6褐色火山灰土 壁の崩落土。ゆ1~3mmの黄褐色浮石微量。

第20層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/J 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

第21層 10YR4/6褐色火山灰土 壁の崩落土。の3~10mmの黄褐色浮石微

量。

第22層 10YR3/4暗褐色砂質シルト の2~5mmの黄褐色浮石微量。

第23層 IOYR2/3黒褐色砂質シルト の2~5mmの黄褐色浮石微量。

第24層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/J 1 ~5mrnの黄褐色浮石微量。

第25層 10YR4/6褐色土壁の崩落土。

第26層 10YR3/4暗褐色シルト ct,3~10mrnの黄褐色浮石含む。

第27層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩蕗土。堅くし

まっている。
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10YR5/8黄褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落士。堅く

しまっている。 rt>1~3mmの浮石微量。

10YR6/8明黄褐色シルト質火山灰土

10YR3/3暗褐色砂質シルト rt> 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR3/4暗褐色土 壁の崩落土。堅くしまっている。

10YR2/3黒褐色砂質シルト rt> 1~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/2黒褐色砂質シルト r/>2~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/2黒褐色砂質シルト rt>2~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR3/4暗褐色砂質シルト r/>2~10mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色砂質シルト rt>2~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/2黒褐色砂質シルト r/>2~10mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/2黒褐色砂質シルト rt>2~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/l黒色砂質シルト r/>2~10mmの黄褐色浮石微量。

図15 第206・207号土坑
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SK-205 

番号 I層位 外面文様等 内面調整等

1 I 2層 I単軸1類 (R)縦位回転 やや風化縦方向のミガキ

2 12層 1単軸1類 (R+R 二本一組）縦位 1やや風化 縦方向のミガキ

3 39層 単軸1類 (R+R 二本一組）縦位 風化

0 cs =1/3) 5cm 
I , , , , I 

胎士 備考

繊石英

鉄石英黒

鉄浮石英黒

時期

前期末～中期初頭

前期末～中期初頭

前期末～中期初頭

1 ► 
SK-208 

第 1層 10YR2/2黒褐色砂質シルト の2~5mmの黄
褐色浮石微量。

第2層 10YR2/l黒色砂質シルト <I> 1~3mmの黄褐

、し:¥ 
色浮石微量。

第3層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト </>2-lOmmの黄

褐色浮石微量。

第4層 10YR2/2黒褐色砂質シルト ct,2~5mmの黄

褐色浮石微量。

第5層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト (/)1~3mmの黄

＇ 
I I 褐色浮石微量。炭化材少量出土。

第6層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト ,t, 1~3mmの黄

褐色浮石微量。

第7暦 10YR2/2黒褐色シルト の 3~1ommの黄褐

色浮石微景。

第8層 IOYRl.7/1黒色砂質シルト <P Immの黄褐色

浮石微量。炭化材少量出土。

第9層 lOYRl 7 /1黒色砂質シルト の 2~5mm(!)黄

E ¥I 11 
褐色浮石微量。炭化材少星出十:.

第10屈 10YR2/1黒色砂質シルト ゆ 2~5mmの黄褐
F 

色浮石微量。炭化材少量出土。

第II層 IOYRZ/3黒褐色シルト の 1~3mmの黄褐色

坪石微量。

第12層 10YR3/l黒褐色砂質シルト 1>1mmの黄褐色
浮石微檄。

@ 
＼ 

＼ 

第13屈 10YR2/2黒褐色砂質シルト ゆ1~3mrnの黄

褐色浮石微量。

第14層 10YR2/l黒色砂笠シルトゆlmm(!)鼓褐色浮

浮石微量。炭化材多量出十ー。

第15層 IOYR3/3暗褐色砂質シルトゆ1mmの黄褐色

浮石微量。炭化材多量出土。

第16層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト c/l lmmの黄褐色

i浮石微旦。炭化材少旦出土。
第17層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト ¢1mmの黄褐色

浮石微量。炭化材少量出士。
C If I I 第18層 10YR2/l黒色砂質シルト </J1mmの黄褐色浮--

石微量。炭化材出土層。

D 第19層 !OYR3/4暗褐色砂質シルト炭化材出十屑。

I td 

c
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64.600m — F 

゜
(S=l/3) 2m 

図16 第207号土坑出土遺物・第208号土坑
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第3章検出遺構とその出土遺物
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SK-209 
第 1層 10YR4/4 褐色シルト <J,4~6mmの火山灰土粒含む。

第2層 lOYRl.7 /1 黒色シルト ゅ2~5mmの火山灰土粒少量。
第3層 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト <jJ 1~2mmO)火山灰土粒少量。

第4層 10YR3/4 暗褐色シルト <Ji 1 ~20mmの火山灰土粒多量。
第5層 10YR5/6 黄褐色シルト ¢7~10cmの火山灰土粒多屋。

SK-210 
第1肘 10YR3/4 暗褐色シルト の1-20mmの火111灰土粒含む。

下層部に火山灰土粒が密集する。

10YR4/6褐色シルト15%含む。

文
SK-211 

第1層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト
1> 1~2omm(l)火山灰上粒25%含む。

A 69.lOOm B 

゜
(S =1/40) 2m 

SK-211 

図17 第209・210・211号土坑
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゜
(S=l/3: 遺物） 2m 

番号

1 

出土位償

SK-214 

層位

16 

器種 分類 長さ (cm)

8.8 

幅(cm)

6.3 

厚さ (cm)

1.9 

重量(g)

105.8 

石質

ホルンフェルス

備考

図18 第213・214号土坑
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SK-213 

第1層 10YR2/2黒褐色砂質シルト rJ> 1~3mmの浮石微量。

第2層 10YR2/2黒褐色砂質シ1↓卜 斑状構造。

第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト rJ> 1 ~3mmの浮石微量。

第4層 10YR2/2黒褐色砂質シiiト rJ> 1 ~5mmの浮石微量。

第5層 10YR2/3黒褐色砂質シルト q, 1mmの浮石微量。
第6層 10YR2/3黒褐色シルト rJ> 1mmの浮石微量。

第7層 10YR3/4暗褐色シルト 4>2~5mmの浮石微量。

第8層 10YR2/3黒褐色砂質シルト q, 1mmの浮石微量。
第9層 10YR2/3黒褐色砂質シルト rJ> 1~5mmの浮石微量。

第10層 10YR3/3暗褐色シルト rJ> 1mmの浮石微量。壁の火山灰土の崩落士。

第11層 10YR3/4暗褐色シルト 4>2~5mmの浮石微量。壁の火山灰土の崩落

土。

第12層 10YR3/4暗褐色シルト 4>2~5mmの浮石微量。崩落土。

第13層 10YR3/3暗褐色砂質シルト rJ> 1 ~3mmの浮石微量。

第14層 10YR3/2黒褐色砂質シルト rJ> 1 ~3mmの浮石微量。左側に斑状構造

SK-214 

第1層

第2層

第3層

第4層

第5層

第6層

第7屈

第8層

第9層

第10暦

第11層

第12層

第13層

第14層

第15暦

第16層

第17層

第18層

第19暦

第20層

第21層

第22層

第23層

第24暦

第25眉

第26層

第27層

第28層

第29層

第30脳

10YR2/3黒褐色砂質シルト 焼士粒微量。 <b3mmの黄褐色浮石含む。

lOYRZ/2黒褐色砂質シルトとの斑状構造。

10YR3/4暗褐色砂質シルト <b3mmの黄褐色浮石含む。

10YR2/3黒褐色砂質シルト <b3mmの黄褐色浮石含む。斑状構造。

10YR3/3暗褐色砂質シルト <b3mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色砂質シルト <b3mmの黄褐色浮石含む。

10YR2/1黒色砂質シルト の3mmの苫褐色浮石微量。
lOYRZ/3黒褐色砂質シルト <b5mmの黄褐色浮石多星。炭化物微量。

lOYRZ/2黒褐色砂質シルト </J 3mmO)黄褐色浮石含む。

10YR3/2黒褐色砂質シルト ゆ3mmの黄褐色汗石含む。

10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土 右半は黒色土と混じり合う。

10YR2/3黒褐色砂質シ）しト <b2mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色砂質シルト 焼十．粒微量。

10YR3/3暗褐色砂質シ）H 

10YR2/2黒褐色砂質シルト ゆ5mmの黄褐色汗石含む。

10YR3/3暗褐色砂質シ）訃

10YR3/2黒褐色砂質シルト ゅ5mmの黄褐色浮石含む。
10YR3/3暗褐色砂質シ）訃 <b5mmの黄褐色浮石含む。

JOYR2/3黒褐色砂質シルト

10YR3/3暗褐色砂質シルト

10YR2/2黒掲色砂質シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト

10YR2/2黒褐色砂質シルト

10YR3/4賠褐色シルト

10YR3/3暗褐色シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト

10YR3/3暗褐色砂質シルト

10YR2/2黒褐色砂質シルト

10YR3/3暗褐色シルト

10YR4/6褐色シルト

10YR3/3暗褐色シルト

<b5mmの黄褐色汗伝多量。

(/J3mmの黄褐色浮石微量。

斑状構造。

(/J3mmの黄褐色浮石微景。

ct,3mmの黄褐色浮石微量。焼土粒微景。

ct,5mmの黄褐色浮石微量。

ct,3mmの黄褐色浮石含む。

ゆ3mmの黄褐色浮石含む。

ct,5mmの火山灰士粒多量。

第31層 10YR2/2黒褐色砂貨シルト

第32層 10YR2/2黒褐色砂質シ）If 
第33屑 10YR3/3暗褐色砂質シ）i卜 の2mmの黄褐色浮石多量。
第34層 10YR3/4暗褐色砂質シ）訃 <I> 5mmの黄褐色浮石多量。

第35層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第36層 10YR3/2黒褐色砂質シルト ゆ7mmの黄褐色浮石含む。

第37層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <t> 7mmの黄褐色浮石含む。

第38層 10YR3/2黒褐色砂質シルト の7mmの黄褐色浮石含む。
第39a層 10YR3/4暗褐色砂質洲ト

第39b層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <J>5mmの黄褐色浮石多量。

第40層 10YR2/2黒褐色砂質シルト の3mmの黄褐色浮石微量。
第41層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第42層 10YR5/8黄褐色火山灰土 Vb~Vla層の崩落土。

第43層 10YR6/6明黄褐色火山灰土 Via層の崩落土。

第44層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第45層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第46層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第47層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <t> 2mmの黄褐色浮石微量。

第48層 10YR3/3暗褐色シ）IIヽ

第49層 10YR3/2黒褐色砂質シ）朴

第50層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第51層 10YR6/8明黄褐色シルト質火山灰土 掘りすぎ。

第52層 10YR3/3暗褐色砂質シルト10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土含む。

第53層 10YR3/3暗褐色砂質シ1訃 <I> 5mmの黄褐色浮石多量。

第 3章検出遺構とその出士遺物

を持つ。

第15層 10YR3/4暗褐色シルト ¢2~5mmの浮石微量。崩落士と思われる。

第16層 10YR2/2黒褐色砂質シルト の1~5mmの浮石微量。
第17層 10YR3/3暗褐色シルト </J 1~3mmの浮石微量。崩落土と思われる。

第18層 10YR3/2黒褐色砂質シルト </J 1~3mmの浮石微量。

第19層 10YR4/4褐色シルト </J l~lOmmの浮石少量。崩落士と思われる。

第20層 10YR2/3黒褐色シルト </J l~lOmmの浮石少量。右側部分崩落土が多

く確認される。

第21層 10YR3/4暗褐色シルト ¢2~5mmの浮石微量。

第22層 10YR5/6黄褐色崩落土と思われる。 ¢3~5mmの浮石多量。もろく

崩れやすい。

第23層 10YR4/3にぶい黄褐色シ）｝卜 崩落士と思われる。堅くしまりがある。

</J 1~3mmの浮石微量。

第24層 10YR2/3黒褐色砂質シルト </J3~5mmの浮石微量。

第25層 10YR2/3黒褐色砂質シルト </J 1~3mmの浮石微量。

第54層 10YR2/2黒褐色砂質シルト r/J 3mmの黄褐色浮石含む。

第55層 10YR6/6明黄褐色火山灰土 Via層の崩落士。

第56層 10YR3/3暗褐色シルト

第57層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土 Vic層の崩落土。

第58層 10YR5/8黄褐色火山灰七 Vb·Vla•Vlb層の混合。

第59層 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シ）flヽ

第60層 10YR2/3黒褐色砂質シ）fト r/J7mmの黄褐色浮石含む。

第61層 10YR2/2黒褐色砂質シ）i卜 の5mmの黄褐色浮石少様。
第62暦 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第63層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第64層 10YR5/4にぶい黄褐色火山灰士 Via暦を主体にした崩落土，

第65層 10YR6/4にぶい黄橙色粘土質火山灰十: Vic層の崩蕗上，

第66層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第67暦 10YR3/2黒褐色砂質鴻ト

第68層 IOYR2/3黒褐色砂質シルト

第69層 10YR4/4褐色砂質シルト

第70層 10YR3/3暗褐色砂質シルト ゆ2mmの黄褐色秤石含む。

第71層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 10YR1/6褐色褐色火山灰士含む。

第72庖 lOYR3/3暗褐色砂賀シルト

第73層 10YR4/4褐色砂質シルト 左半は火山灰十．主体。

第74層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第75層 10YR4/4褐色砂質シルト

第76暦 10YR4/6褐色シ）i卜質火山灰t
第77層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第78層 10YR5/8黄褐色火山灰土 Via層を主体にした崩落土。

第79層 10YR6/8明黄褐色火山灰土 Via層を主体にした崩落上。

第80層 10YR7/4にぶい黄橙色粘土質火山灰土 Vic層を主体にした崩

落上。

第81層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第82層 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト の3mmの黄褐色浮白多量。
第83層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第84層 10YR4/6褐色火山灰士 Via層を主休にした崩落ナ。

第85層 10YR2/2黒褐色砂質シ）ff 

第86a層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第86b層 10YR4/6褐色粘土質シルト

第86c層 10YR7/4にぶい黄橙色粘土質シルト

第87層 10YR3/3暗褐色砂質シ1訃 r/)3rnmの黄褐色浮石多量。

第88層 10YR5/4にぶい黄褐色火山灰土 Via層を主体にした崩落土。

第89層 10YR3/3暗褐色砂質洲ト

第90圏 10YR4/6褐色火山灰土 Via層を主体にした崩落土。

第91層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第92層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第93層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第94層 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト Via層を主体にした崩落土。

第95層 10YR6/3にぶい黄橙色粘土質火山灰土 Vic層を主体にした崩落

土。

第96層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第97層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第98a層 2.5Y5/4褐色粘土質火山灰土 Vb層を主体にした崩落土。

第98b層 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質火山灰土 Via層を主体にした崩落

土。

第99層 10YR5/6黄褐色砂質シ）し卜と浮石の混合土 Via層と黒色砂質シルトの混

合土。

第100層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 白色粘土質火山灰土粒含む。
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笹ノ沢(3)遺跡II

~ SK-215 Jo Iの 第 1層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
第2層 lOYRl.7/1黒色砂質シルト r/)5mmの黄褐色浮石含む。

第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/>7mmの黄褐色浮石微量。
第4層 10YR2/2黒褐色砂質シルト (t,2mmの黄褐色浮石極微量。
第5層 10YR3/3暗褐色砂質シルト の2mmの黄褐色浮石微量。
第6層 10YR2/3黒褐色砂質シルト (/)3mmの黄褐色浮石少量。
第7層 10YR2/l黒色砂質シルト の2mmの黄褐色浮石微量。

A :JI \~I 第8層 10YR2/3黒褐色砂質シルト </>5mmの黄褐色浮石含む。

B 第9層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第10層 !OYR4/4褐色シルト
第11層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

"' 

~ 
第12層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

0゚) 第13層 IOYR2/3黒褐色砂質シルト

＇ 
第14層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

c; 第15層 10YR4/6褐色シルト

io 叫 lo 第16層 10YR2/l黒色砂質シルト
峨

第17層 10YR2/3黒褐色シルト

第18層 !OYR3/3暗褐色シルト
第19層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト

A 
66.300m主＿ 第20層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第21層 10YR3/4暗褐色シルト の2mmの黄褐色浮石微量

21 

゜
(S~l/40) 2m 

SK-215 

|の
¥n 

旦 口 @ 〇

旨

A B 

SK-217 

―― lo ¥o SK 217 

A 

第 1層 10YR2/

70.600m B 

2黒褐色シルト の 3~5mmの火山灰上粒15%

゜ Oo 

(S=l/40) 2m 

図19 第215・217c::,土可坑
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第 3章 検出遣構とその出土遺物

98・99年度
調査区 ／ 

旦vグ ,~ .. 三00,-度-'<--調会い•I~-し
~-―ー~)リ

／ 

G メ吋
E F 69.000m H 

SV-49 ¥ I'~F' 

+E-22 

d-
、`ヽ ジ→ノI ＋ 

R 
I 

"' 心

SV-4 

叫
--____,___ 

C , 竺二二三三

F 

- lし-C ------、-
B 68.400m -

E A 
68,300m 

叫 --f--F'ゴ 9
B 

69.700m — D C A 

c
 

68.500m — D 
SV-51 

SV-49 

第 1層 lOYRl.7/1黒色シルト 10YR2/l黒色シルト10%。火山灰土粒2%。

第2暦 10YR3/4暗褐色シルト 10YR2/3黒褐色土 40%、斜めタテに混入。

第3屈 10YR5/6黄褐色シルト 10YR2/3黒褐色士30%タテ状に混入。

第4層 IOYR2/1黒色シルト ゆ5-20mmの火山灰士粒含む。

第 5層 10YR2/3黒褐色シルト IOYR4/6褐色土 20%。火山灰土粒2%。

第6胴 10YR3/4暗褐色シルト 10YR5/6黄褐色土10%,

第7暦 10YR6/8明黄褐色シルト 10YR3/l黒褐色土20%横シマ状に含む。

第8層 IOYR2/3黒褐色シルト 火山灰士粒2%。 E 

SV-52 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色砂閃シルト <Pl~5mmの火山灰土粒5%。

第2層 10YR2/2黒褐色砂質シルト <Pl~2mmの火山灰士粒3%。

第 3層 10YR2/2黒褐色砂質シルト <P 1~2mmの火山灰土粒10%。

第4層 10YR3/4暗褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落。

第 5層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト <P 1~2mmの火山灰土粒5%。

第6層 10YR3/3暗褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落。

第 7層 10YR2/2黒褐色砂質シルト <P l~lOmmの火山灰土粒10%。

第8層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落。

第9層 10YR2/2黒褐色砂質シルト <P l~lOmmの火山灰土粒10%。

SV-53 

第 1層 10YR2/l黒色シルト

第 2層 10YR3/4暗褐色シルト 壁の火山灰土の崩落と黒色系シルトの混合。

第3層 10YR2/3黒褐色シルト

第4層 10YR2/l黒色シルト <P 2~3mmの黄褐色浮石微量。

第5層 10YR5/8黄褐色シルト 壁の火山灰土の崩落土。

第6層 10YR2/l黒色シルト ゆ2~3mmの黄褐色浮石微量。

第 7層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第8層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト

第 9層 10YR2/3黒褐色シルト

第10層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落土。

第I]層 10YR2/3黒褐色シルト

第12層 lOYRl.7 /1黒色シルト (j)2mmの黄褐色浮石微量。

c
 

SV-52 

D 

叫

c
 

SV-53 

0 (S=l/60) 

67.800m —-D 

E
 

67.800m~ E 

2m 

図20 第4・5・49・51・52・53号溝状土坑
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sv
第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

lOYRl.7/1黒色砂質シルト
10YR2/1黒色砂質シルト
10YR3/1黒褐色砂質シルト
10YR2/3黒褐色砂質シルト

10YR3/4暗褐色砂質シルト
10YR2/1黒色砂質シルト
10YR3/4暗褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落士。
10YR2/2黒褐色シルト

10YR3/4暗褐色シルト
10YR3/2黒褐色シルト c/,5mmの火山灰士粒含む。
10YR2/3黒褐色砂質シルト 火山灰土粒多量含む。

10YR2/2黒褐色砂質シルト

ct, 3mmの黄褐色浮石微量。
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番号 層 位 外面文様等 内面調整等 胎士 時期 備考

1 覆士 ミガキ ミガキ 石英黒岩 後期末～晩期初

2 確認面 横方向のミガキ 横方向0)ミガキ 石英岩 後期末～晩期初

3 確認面 口縁部：二股の突起 斜方向のミガキ 縦方向のミガキ 沖叩英烹 後期末～晩期初

4 確認面 ミガキ ナデ 浮 後期末～晩期初

C` ） 
確認面 平行沈線 RL横位回転 斜方向のミガキ 浮 後期末～晩期初

6 確認面 LR横位回転 縦方向のミガキ 鉄石芙岩 後期末～晩期初

地文 RL横位回転 口緑部：甲行沈線
7 確認面 頚部 甲行沈線と沈線間の粘士瘤貼付 風化 石英長黒 後期＊～晩期初

胴部入り組み文

縦位の刻みで充填された入り組み文

8 確認面 入り組み文の曲折部に刻みの施された 剥落 石芙長 後期末～晩期初

粘土瘤貼付。， 確認面 ミガキ 工具ナデ 石英岩 後期末～晩期初
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＿
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・
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も
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69.200m~ B 

p/ 

f
-

c/>l~Zmmの褐色浮石層
黄褐色シルト質火山灰土

cf> l ~2mmの
褐色浮石

E
-

ct, 1~2mmの褐色浮石層

褐色シルト質火山灰層

にぶい黄橙色粘土質
火山灰土

69.200m~ F 

平ll 

C
一

肖

L,¥ 69.200m~ D 
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第3章検出遺構とその出土遣物

SV-55 

第 1層

第 2層

第 3層

第4層

第 5層

第6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

C
]
 

E『

10YR2/2黒褐色砂質シルト

10YR2/3黒褐色シルト

lOYRl.7 /1黒色シルト

10YR2/3黒褐色シルト

10YR3/3暗褐色シルト ゆ3~5111111の黄褐色浮石少量。

10YR2/3黒褐色シルト ゅ3~5mmの黄褐色浮石微量。
10YR3/4暗掲色シルト ゆ3~5mmの黄褐色浮石多量。

10YR3/4暗褐色シルト ゆ3~5mmの黄褐色浮石多量。

10YR2/3黒褐色シルト 黄褐色火山灰土をブロック状に含む。

10YR4/6褐色火山灰土 壁の火山灰土の崩落土。の1~2mmの浮石多量。

@
 
十

c
 

66.300m竺

SV-56 

第 1層 lOYRl.7/1黒色シルト

第2層 IOYR3/4暗褐色シルト

第3層 10YR3/3暗褐色シルト

第4層 10YR2/2黒褐色シルト

第5層 10YR2/3黒褐色シルト

第6層 IOYR3/3暗褐色シルト質火山灰士 壁の火山灰土の崩落。

第7層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落。

第8層 10YR2/1黒色シルト

第9層 10YR2/2黒褐色シルト

第10層 IOYR3/3暗褐色シルト

第II層 10YR2/2黒褐色シルト

第12層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落。

第13層 10YR4/6褐色浮石 壁の火山灰土の崩落。

第14層 lOYRl.7 /1黒色シルト

第15層 IOYR3/4暗褐色シルト

第16層 10YR2/3黒褐色シルト

第17層 10YR3/3黒褐色シルト

E
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一
66.200m _I 
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SV-57 

R ＼ SV-57 

~ 魔 第 1屑 10YR3/l黒褐色砂質シルト

第2層 10YR4/4褐色シルト

第 3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第4層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第 5層 lOYRl.7 /1黒色シルト

,$> 第6層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土

第 7層 10YR2/2黒褐色シルト質火山灰土

68.200m互

A 

SV-58 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色シルト 攪乱。

第 2層 lOYRl.7/1黒色砂質シルト

第3層 10YR2/l黒色砂質シルト

第4層 10YR2/l黒色砂質シルト

第5層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

浮石少量。

第6層 10YR4/3にぶい黄褐色シルト c/>2-4mmの黄褐

色浮石少量。

第 7層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト

第8層 10YR4/6褐色シルト壁の崩落土。ゆ2mmの黄褐

色浮石含む。

第9層 10YR4/4褐色シルト 黒色系シルトと壁の崩落

土と考えられる褐色土の混合層。

B
 

69.600m旦

E
 

F
 

68.600m _l_l__ 

第8屑 10YR2/l黒色シルト ゅ2cmの黄褐色火山灰
土のブロック含む。

第 9層 10YR2/2黒褐色シルト 黄褐色浮石含む。

第10層 lOYRl.7/1黒色シルト 黄褐色火山灰土含む。

第II層 10YR3/3暗褐色シルトと10YR5/6黄褐色浮

石の混合土 黄褐色浮石は壁の崩落土

第12層 10YR2/2黒褐色シルト

第13層 IOYR5/4にぶい黄褐色浮石 壁の壁の火山灰

土の崩落土。

第10層 10YR3/l黒褐色砂質シルト壁の崩落土。

第11層 10YR5/8黄褐色シルト

第12層 10YR3/4暗褐色シルト壁の火山灰土の崩落と

考えられる火山灰土ブロック多量。

砂~4mmの黄褐色 第13層 10YR3/2黒褐色粘士質シルト

゜
(S =1/60) 2m 

図22 第56・57・58号溝状土坑
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D 

SV-59 

第 1層 lOYRl.7/1黒色砂質シルト

第2層 10YR2/2黒褐色シルト

第3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第4層 10YR2/3黒褐色シルト

第5暦 10YR2/2黒褐色シルト

第6層 10YR3/3暗褐色シルト </J 10mmの壁の崩落土と考えられる

褐色土多量。

第7層 10YR3/4暗褐色シルト 壁の火山灰士の崩落士と砂質シル

トの混合+.o
第8層 10YR2/1黒色シルト

第 9屈 10YR2/2黒褐色シルト

SV-60 

第 1層 10YR2/l黒色シルト <t,3mmの黄褐色浮石含む。

第2層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第4層 10YR2/2黒褐色シルト

第 5層 10YR3/4暗褐色シルト

第6層 10YR2/3黒褐色シルト <t,2mmの黄褐色浮石微量。

第7層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第8層 10YR3/3暗褐色シルト

第 9層 lOYRl.7/1黒色砂質シルト

SV-61 

第 1層 10YR2/3黒褐色シルト

第2層 IOYR2/2黒褐色シルト c/J 1~3mmの黄褐色浮石微量。

第3層 IOYR3/3暗褐色シルト c/J3~5mmの黄褐色浮石少量。

第4層 10YR3/4暗褐色シルト c/J 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

第 5層 IOYR2/l黒色シルト

第6層 10YR5/6黄褐色シルト 壁の崩落土。

第7層 IOYR5/8黄褐色シルト 壁の崩落土。

第8層 10YR6/4にぶい黄橙色シルト 壁の崩落土。

第9層 IOYR3/3暗褐色シルト

第10層 10YR5/8黄褐色浮石

第11層 IOYR4/4褐色シルト 壁の崩落土。
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SV-62 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色シルト 黄褐色浮石微畳。

第2ll'i 10YR2/1黒色シルト 裟褐色浮石微量。
第3層 10YR2/2黒褐色シルト 黄褐色浮石微量。

第4層 10YR2/2黒褐色シルト 黄褐色浮石少量。

第 5層 10YR2/l黒色シルト

第6層 10YR2/2黒褐色シルト r/J3~5mmの黄褐色浮石微量。

第7層 10YR4/6褐色シルト 黄褐色浮石微量。

第8層 10YR2/l黒色シルト 黄褐色浮石微量。

第9層 10YR3/3暗褐色シルト r/J 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

第10層 10YR4/6褐色土 r/J3~5mmの黄褐色浮石微量。

第11層 10YR2/2黒褐色シルト (/J 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

第12層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐色浮石微量。

第13層 10YR3/3暗褐色シルト (/J 1 ~5mmの黄褐色浮石微量。

第14層 10YR5/6黄褐色土 壁の崩落土。

第15層 10YR3/4暗褐色シルト 黄褐色浮石微量。

第16層 10YR3/4暗褐色シルト 黄褐色浮石微量。

第17層 10YR5/6黄褐色土壁の崩落土。黄褐色浮石微量。

第18層 10YR2/2黒褐色シルト 黄褐色浮石微量。

第19層 10YR5/8黄褐色土 壁の崩落土。黄褐色浮石微量。

第20層 10YR4/4褐色土黄褐色浮石微量。

第21層 10YR4/4褐色シルト (/J 1 ~5mmの黄褐色浮石微量。

第22層 10YR5/6黄褐色土 (/J3~5mmの黄褐色浮石微量。

第23層 10YR3/4暗褐色シルト 黄褐色浮石微量。

第24層 10YR6/6明黄褐色土 (/Jl~3mmの黄褐色浮石微量。壁の崩落土。

第25層 10YR3/4暗褐色シルト 黄褐色浮石微量。

SK・212 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色シルト 10YR3/3暗褐色土10%含む。火山灰土粒

5%含む。

図23 第59・60・61・62号溝状土坑第212号土坑
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SV-65 

SV-64 

第1層 10YR4/4褐色シルト

第2層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第3層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第4層 10YR3/3暗褐色シルト 壁の火山灰士の崩落土と黒色系シ

ルトの混合。

第5層 10YR2/2黒褐色砂質シルト cJ> 1mmの黄褐色浮石微最。

第6層 10YR2/l黒色砂質シルト

第7層 10YR4/3にぶい黄褐色シルト

第8層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 黒色砂質シルトと壁の火山灰

士の崩落との混合土。

第9層 10YR5/6黄褐色火山灰土 壁の火山灰土の崩落。

第10層 10YR2/l黒色砂質シルト cJ>2rnmの黄褐色浮石少量。

第11層 10YR3/3暗褐色シルト

第12層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第13層 10YR3/3暗褐色シルト

壁の火山灰土の崩落と黒色系シルトの混合土。

第14層 10YR2/2黒褐色砂質シルト cJ> 1mmの黄褐色浮石含む。

第15層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第16層 10YR2/l黒色砂質シルト

第17層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

壁の崩落土と思われる火山灰土含む。

第18層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土

第19層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

壁の崩落土と思われる火山灰土多量。

第20層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第21層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土

第22層 10YR4/4褐色シルト

第23層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第24層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第25層 10YR5/2灰黄褐色火山灰土 壁の火山灰土の崩落土。

SV-63 

第1層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第2層 2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂質シルト

第3層 lOYRl.7/1黒色砂質シルト

第4磨 10YR3/4賠褐色砂質シルト 基本層序第w層に類似。
第5層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第6層 10YR4/4褐色シルト

第7層 10YR4/6褐色シルト

第8層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土

第9屑 10YR2/2黒褐色砂質シルト c/J3mmの黄褐色浮石含む。

第10層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第]]層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第12層 10YR2/l黒色砂質シルト

第13層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第14層 10YR3/4暗褐色シルト

第15層 10YR4/4褐色シルト質火山灰上

第16層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第17層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第18層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰上 壁の火山灰土の崩落土。

第19暦 10YR4/6褐色シルト質火山灰土 壁の火山灰土の崩落土。

第20崩 10YR4/4褐色シルト 黒色系シルトと壁の火山灰十．の崩落

の浪合土。

第21層 10YR4/4褐色シルト 黒色系シルトと壁の火山灰土の崩落

の混合土。

第22層 10YR3/4暗褐色砂質シルト (/J3~5mm(!)火山灰十粒含む。

SV-65 

第 1層 10YR2/l黒色砂質シルト c/J 1~3mmの黄褐色浮石微量。

第2層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第3層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第4層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第5層 10YR5/6黄褐色シルト 壁の火山灰士の崩落土。 (/J 1~3mrnの黄

褐色浮石微量。

第6層 10YR2/2黒褐色砂質シルト の1~3mmの黄褐色浮石微量。
第7層 10YR5/6黄褐色シルト 壁の火山灰土の崩落士。

第8層 10YR4/6褐色シルト 壁の火山灰土の崩落土と10YR3/4暗褐色シ

ルトの混合土。

第9層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第10層 10YR5/8黄褐色シルト 壁の火山灰土の崩落土。 c/Jl~3mmの黄褐

色浮石微量。

第II層 10YR2/2黒褐色砂質シルト の1~3mmの黄褐色浮石微量。
第12層 10YR5/8黄褐色シルト 壁の火山灰土の崩落土。 (/J2mmの黄褐色浮

石微量。

第13層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/Jl~3mmの黄褐色浮石微量。

第14層 10YR4/6褐色シルト c/J2~5mmの黄褐色浮石微量。

第15層 10YR5/6黄褐色シルト 壁の火山灰土の崩落土。ゆ1~3mmの黄褐

色浮石微量。

第16層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 壁の崩落土と思われる火山灰土を多

量に含む。

第17層 10YR6/6明黄褐色シルト 壁の火山灰土の崩落土。

第18層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 壁の火山灰土の崩落土。

図24 第63・64・65号溝状土坑
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第 1層

第2暦

第 3層

第4層

第 5層

第6層

第 7層

第8居

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13暦

第14層

第15層

第16層

第17層

第18層

第19層

第20層

第21層

第22層

第23層

第24層

第25層

第26層

第27層

第28層

第29層

第30層

SV-68 

第 1層

第 2層

第 3層

第4層

第 5層

第6層

第 7層

第8層

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13層

第14層

第15層

13 

SV-66 

10YR2/2黒褐色土 シルト ゆ1~3mmの黄褐色浮石微星。

10YR2/3黒褐色土 シルト </)1~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/l黒色土 シルト </J 1~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色十 シルト </J 1 ~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR3/4暗褐色土 シルト ゆ1~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR3/3暗褐色土 シルト </) 1~5mmの黄褐色浮石少星。

10YR2/3黒褐色土 シルト </J 1~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR4/4褐色土 シルト ゆ1~5mmの黄褐色浮伍少量。

10YR3/4暗褐色士 シルト ゆ3~5mmの黄褐色浮石少量。

10YR4/6掲色土 シルト </J l ~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR5/6黄褐色土 シルト </) 1~5mmの黄褐色浮石微呈。

10YR5/6黄褐色土浮石層。

10YR6/8明黄褐色土 シルト </J 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR5/8黄褐色士 シルト </J 1~3mmの黄褐色浮石微量，

10YR5/6黄褐色士 シルト </J 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/l黒色土 シルト が3~8mmの黄褐色浮石少旦。

10YR7/8黄橙色土黄褐色浮石微景。

10YR4/6褐色土 </) 1~3mmO)浮石微塁。

1 OYR2/l黒色士 </) 1~5mmの黄渇色浮石微量。

10YR5/8黄褐色土 </)3~10mmの黄褐色浮石少贔。

10YR6/8明黄褐色土 ゅ1~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR6/8明黄褐色上汗石層

10YR5/6黄褐色土 の5~10mmの黄褐色浮石少旦。

10YR6/8明黄褐色十と 浮石層。

10YR6/6明黄褐色士 粘土質土 </)3~10mmの黄褐色浮石微量。

10YR6/8明黄褐色土浮石層

10YR6/6明黄褐色土粘土質土壁の崩落土。

10YR2/l黒色土シルト。 10YR6/6明黄褐色士（崩落土）が縞状に混入。

10YR6/6明黄褐色土 粘土質土。浮石多量。

10YR7/4にぶい黄橙色士 粘士質土。掘りすぎ

10YR3/3暗褐色砂質シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト

10YR3/3暗褐色砂質シルト

10YR2/2黒褐色砂質シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト の2~5rnmの黄褐色浮石微量。

10YR3/3暗褐色砂質シルト </Jl~lOmmの黄褐色浮石微量。

10YR3/3暗褐色砂質シルトゅ2~10mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色シルト

10YR2/l黒色砂質シルト </>1~3rnmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色砂質シルト </J 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR3/4暗褐色砂質シルトの3~10rnmの黄褐色浮石微量。

10YR4/6褐色シルト 壁の崩落土。

10YR3/4暗褐色砂質シルト <P 2~5rnmの黄褐色浮石微量。

10YR5/6黄褐色シルト壁の崩落土。

10YR3/3暗褐色砂質シルト 壁の崩落土。
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SV-67 

10YR2/1黒色砂質シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト

10YR3/4暗掲色砂質シルト 壁の火山灰土の崩落土含む。

10YR2/2黒褐色砂質シルト (/)2mmの黄褐色汗石微量。

10YR3/1黒褐色砂質シルト (/)2mmの黄褐色浮石含む。

10YR2/2黒褐色砂質シルト

1 OYR3/4暗褐色シルト

10YR2/2黒褐色砂質シルト

10YR2/3黒褐色シルト

10YR2/1黒色シルト

10YR3/3暗褐色シルト

10YR3/3暗褐色シルト (/)2mmの黄褐色浮石含む。

10YR2/3黒褐色シルト

10YR2/2黒褐色シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト (/)5mmの黄褐色浮石微量。

10YR4/6褐色シルト (/) 1 ~3mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色砂質シルト (/)3~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR3/3暗褐色シルト (/) 1mmの浮石微量。

10YR7/8黄橙色 壁の崩落土と思われる。 (/)5mmの浮石含む。

10YR6/8明黄褐色シルト の5~10mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/3黒褐色砂質シルト (/)3~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR2/1黒色砂質シルト の1~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR5/8黄褐色 壁の崩落土と思われる。

10YR2/2黒褐色砂質シルト のl~!Ommの黄褐色浮石微量。

10YR3/3暗褐色砂質シルト ゆ2~5mmの黄褐色浮石微量。

10YR5/6黄褐色シルト 壁の崩落土と思われる。

10YR6/4にぶい黄橙色シルト

10YR5/8黄褐色シルト

10YR6/4にぶい黄橙色シルト

10YR2/3黒褐色シルト

0 (S=l/60) 2m 

図25 第66・67・68号溝状土坑
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SV-69 

lOYRl.7 /1 黒色砂質シルト
10YR2/3 黒褐色砂質シルト

10YR3/3 暗褐色砂質シルト
10YR2/l 黒色砂質シルト
lOYRl.7 /1 黒色砂質シルト
10YR2/2 黒褐色砂質シルト

10YR3/4 暗褐色砂質シルト
10YR2/3 黒褐色砂質シルト
10YR3/4 暗褐色砂質シルト

lOYRl.7 /1 黒色砂質シルト
10YR2/3 黒褐色砂質シルト
10YR2/3 黒褐色砂質シルト

10YR3/4 暗褐色砂質シルト
10YR4/4 褐色砂質シルト
10YR2/3 黒褐色砂質シルト

10YR3/4 暗褐色シルト 壁
の崩落土。

第17層 10YR4/6 褐色シルト 壁

の崩落土。

第18層

第19層

第20層
第21層

第22層

第23層
第24層
第25層

第26層
第27層

第28層

第29層

第30層
第31層
第32層

10YR2/2 
10YR2/3 
10YR3/4 

10YR2/3 

10YR3/4 
10YR4/4 

10YR5/6 
10YR2/2 

10YR3/4 
10YR4/4 
10YR2/3 

10YR4/4 
10YR4/4 

10YR5/6 
10YR4/2 

黒褐色砂質シルト

黒褐色砂質シルト

暗褐色シルト 壁の崩落土。

黒褐色砂質シルト (/J3~5mm 
の浮石微量。

暗褐色砂質シルト

褐色シルト

黄褐色シルト 壁の崩落土。

黒褐色砂質シルト (/J2~5mm 
の浮石微量。

暗褐色シルト 壁の崩落土。

褐色砂質シルト 壁の崩落土。

黒褐色砂質シルト

褐色シルト 壁の崩落土。

褐色シルト 壁の崩落土。

黄褐色シルト 壁の崩落土。

灰黄褐色シルト 壁の崩落土。
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10YR2/l 
10YR3/3 

10YR2/2 
10YR3/4 

黒色砂質シルト ¢1mmの黄褐色浮石含む。

暗褐色砂質シルト

黒褐色砂質シルト

暗褐色砂質シルト

土）含む。

10YR2/l 黒色砂質シルト

ゆ2mmの黄褐色浮石含む。
</, 2mmの黄褐色浮石 (Va層の崩落

lOYRl.7 /1 黒色シルト
10YR2/l 黒色シルト
10YR2/2 黒褐色シルト

10YR3/1 黒褐色砂質シルト

lOYRUl 黒色砂質シルト
lOYRl.7 /1 黒色砂質シルト
10YR2/2 黒褐色砂質シルト

10YR2/3 黒褐色シルト
10YR4/4 褐色シルト
10YR2/2 黒褐色シルト

10YR4/6 褐色シルト
10YR3/4 暗掲色シルト
10YR3/3 暗褐色シルト

10YR4/6 褐色シルト

10YR5/6 黄褐色シルト
10YR2/1 黒色シルト
10YR5/6 黄褐色浮石 VIb層起源の崩落土0

lOYR2/1 黒色砂質シルト
10YR5/3 にぶい黄褐色浮石 VIb層起源の崩落土。

SV-70・71 

゜
(S =1/60) 2m 

図26 第69・70・71号溝状土坑
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笹ノ沢(3)遺跡II

溝状土坑の堆積土について

溝状土坑についてもフラスコ状土坑と同様の判断基準により自然堆積であると判断され、詳述しな

い。ここでは第70・71号溝状土坑の堆積土について若干留意されたことを述べる。

第70・71号溝状土坑は重複し、第70号溝状士坑が古く、第71号溝状土坑が新しい。堆積士は第70

号溝状土坑に比べて第71号溝状士坑の方が黒味が強く、砂質の度合いも弱い。このことから第70号

溝状士坑の埋没時期と第71号溝状士坑の埋没時期との間で堆積環境に差があった可能性も考えらる。

この場合、どのようなレベルで二つの遺構の時間差を見積もればよいのか明らかでない。理論的には

季節的な差といったミクロなレベル、数年単位での気候の較差のレベル、縄文時代後期～晩期への移

行といった数十年から百年単位でのマクロな気候や植生の較差など各種のレベルが考えられる。第

54号溝状士坑の埋没時期を以て、溝状上坑群が構築されなくなった時期と考えるわけにはいかない

理由である。仮に、堆積士の様相に堆積環境が反映されており、それがマクロなレベルでの時間差に

規定されるのであれば、堆積士の比較により遣構の時間差の推定が可能であったかもしれない。特に、

遺物から埋没時期を推定できた第54号溝状士坑との比較は里要であったと考えられる。しかし、第

70・71号溝状土坑は調査の最終盤で検出・精査したため、上記の視点での調査は実施できなかった。
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SN-1 
SN-1 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色シルト

第2層 7.5YR4/4にぶい赤褐色シルト（焼土）

第 3層 lOYRl.7 /1黒色シルト

1 

一2 

SN-2 

SN-2 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色シルト

第2層 10YR4/4褐色シルト（焼土）

゜
(S =1/30) 2m 

図27 第 1・2号焼土遺構
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第3章検出遺構とその出土遺物

＋ D-13 

F-17 

B-17 

＋ 

R 
SD-20 

第1層 10YR2/l黒色土 シルト竹。

<Pl~5mmの火山灰十粒5%。浮石3%。

SD-7 

第1層 10YR2/2黒色土 シルト質。

rt,5mm~l0mmの火山灰土ブロック20%。

SD-6 D-18 

第1層 lOYRl.7 /1黒色士 シルト質。 rt,1~3mmの火山灰

十杓1%。10YR3/4暗褐色士1%。

第2層 10YR2/l黒色土 シルト貿。 rt,5~10mmの火山灰上プロック

5%。

第3屑 10YR2/l黒色土 シルト質。 10YR2/3黒褐色 1:40%。

第4層 10YR3/3暗褐色士 シルト質。 5~10mmの火山灰土ブロック7%。

SD-19 

第1層 lOYRl.7/1黒色土 10YR3/4暗褐色土5%混人。 <Pl~5mmの火山灰上粒1%。

第2層 10YR2/l黒色土 シルト質。 10YR2/3黒褐色上10%含む。 rt,1~5mmの

火山灰上粒1%。浮石2%。

第3層 10YR2/2黒褐色土 <P5~10mmの火山灰土ブロック1%。浮石3%。

SD-15 

第1層 10YR2/2黒褐色土 シルト質。 <P5~10mmの火山灰土ブロック含む。

SD-4・SD-5 

第1層 lOYRl.7/1黒色土 シルト質。 rt,1 ~5mmの火山灰土粒1%。浮石3%。

第2層 10YR2/3黒褐色土 シルト質。 </,2cmの火山灰土プロックが3個。 rt,l~!Ommの火山灰土粒25%。

第3層 10YR2/2黒褐色土 シルト質。火山灰土粒l~!Omm、3%。

第4層 lOYRl.7 /1黒色土 シルト質。 10YR4/6褐色土40%。<Pl~3mmの火山灰土粒3%。浮石1%。

第5層 10YR2/3黒褐色土 シルト質。 rt,10mmの火山灰土プロック含む。 10YR4/6褐色土30%。

第6層 lOYRl.7/1黒色土 シルト質。火山灰土粒3%。浮石3%。

第7層 10YR4/4褐色土 シルト質。 rt,3~5mmの火山灰土粒3%。10YR2/2黒褐色土10%。

第8層 10YR2/1黒褐色土 シルト質。 <P10~20mmの火山灰土ブロック1%。

第9屈 10YR5/8黄褐色土 シルト質。 10YR2/3黒褐色土20%。rt,5~10mmの火山灰土ブロック20%。rt,1~5mmの火山灰土粒、

3%。

第10層 10YR2/l黒色土 シルト質。 10YR3/4暗褐色土40%。rt,5~40mmの火山灰土ブロック3%。ゆ1~3mmの火山灰土粒5%。浮石3%。

第11層 10YR4/6褐色土 シルト質。 10YR3/3暗褐色土20%。<P5~20mmの火山灰土ブロック10%。rt,1~5mmの火山灰土粒5%。小礫5%。

粘性が少なくもろい。

SPA SD-4 

｀
＼
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SD-20 
10 

図28 溝跡群(1) (S= 1/150) 
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廿x-20

入）
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A-22 

f-

詞ー23

創畠
＜二> 1 

鳩 こニニニ)3 
＜二> 2 

0 '  Q (S=l/2:1・2) 5cm 
0 (s~l/3:3-4) 5cm 
I , , , , I 

図30 溝跡群 (3)(遺構： S= 1/150 遺物： S=l/2、1/3)
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＋ 
Ot-28 

＋ 
Ot-29 

溝出土遺物観察表

番号 出土位置 層位 器種 分類 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) I 石質 I 備考
1 SD-9 覆土 石鏃 2.3 1.2 0.3 0.7 

2 SD-4・5 覆土 石鏃 3.3 1.6 0.5 18 

3 SD-20 覆土 磨石 7.7 5.1 1.3 61.9 I粘板岩
4 SD-20 覆土 磨石 6.5 6 3.8 2725 Iホルンフェルス

図31 溝跡群 (4)(S= 1/150) 
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掘りすぎ

SD-27 

F
 

A 

カクラン @ 

＋ 
E-11 

Ou 

@~ 
A B

 

一SD-25 1 SD-8 

\~\\ 
-+ 

\~ 
SD-9 

第 1層木痕による攪乱

第2層 10YR2/3 黒褐色シルト

第3層 10YR2/3 熱褐色シルト

第4層 10YR2/2 黒褐色シルト

第5層 10YR3/3 暗褐色シルト

第6層 10YR2/3 黒褐色シルト

第7屈 10YR3/3 暗褐色シルト

第8層 10YR2/3 黒褐色シルト

第9層 10YR3/4 暗褐色シルト

SD-25 

第 1層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト r/>2-3mmの浮石微量。

SD-27 

第 1層 10YR2/2 黒褐色シルト

®+>
ご ~ 

喜‘

A B
 

0 (S~l/60:SD-25·27 SD-9土層断面） 2m 

戸喜， (2)7 

9 8 

0 (S =1/150: SD-8・9・26) 5m 

6 

SD-9 (1) 

図32 第8・9・25・26・27号溝跡
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入）

＋ 
Ow-8 

＋ 
Oy-9 

15 

A 
十 ＋ ＋ 

且 70.400m A-10 Oy-10 Ox-10 

i —’ l SD-21 (A-B) 

第1層 10YR2/3黒褐色砂門シルト </>5mmの黄褐色浮石微量。
C 旦 70.600m

＼ 
SD-23 (C-D) 

2 
第 1屈 10YR3/4 暗褐色砂質シルト </Jl-2mmの黄褐色浮石微量。

゜
（平面図 S=l/150) 5m 

第2層 10YR4/6 褐色シルト

E F'_ 70.600m SD-24 (E -「）
こ 第 1暦 10YR2/3暗褐色砂質シルト

゜
（土屈断面図 S=l/60) 2m 

図33 第21・23・24号溝跡
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第4章遺構外出土遺物

平成12(西暦2000)年度の調査で出土した遺物は遺構内・遣構外合わせて土器1,920片、自然

礫・石器390点である。尾根上の平坦部は削平された部分が多く、遺物の多くは南側の斜面部で出土

した。

第 1節土器（図34~図37)

出土した士器は、縄文時代前期末葉～中期初頭、縄文時代中期中葉・後葉、縄文時代後期初頭、縄

文時代後期前菓、縄文時代後期中葉、縄文時代後期末～晩期初頭、弥生時代後期の各時期がある。し

かし、量的には縄文時代前期末～中期初頭のものが8割を占め、南側の尾根の集落に関連するものと

考えられる。出士士器のうち、異なるグリッド・層位間で接合したものは*31点（遺構内・遺構外の

接合含み、遺構内出上遺物同士の接合は除く）である。平面での最大距離は16.5mで第 I層出上遺物

同土である。第II層.III層出土遺物のグリッド間接合で最大の距離は8.9mである。

＊一点毎の出土伯置は記録していないため、ここではグリッドの中心間の距離を以て接合破片の距離の近似値として扱った。

縄文時代前期末葉～中期初頭の土器（図34-1~図36-96) すべて破片資料で、口縁部文様、区画、

胴部文様を統一的に理解し分類するのは、質・量ともに難しい。口縁部文様、頚部区画、胴部文様を

分類し、それぞれを算用数字、アルファベット、五十音で表す。

口縁部文様 頚部区画 胴部文様

1 絡条体回転文を施すもの (1~4) A 撚糸側面圧痕 (1~5) ア 単軸絡条体l類 (10・25・53・54)

2 撚糸側面圧痕を施すもの (5~21) B 単軸絡条体l類側面圧痕 (5) イ 単軸絡条体1類＋結節回転文 (33・51)

3 絡条休圧痕を施すもの (22~24) C 区画のないもの (6) ウ 単軸絡条体lA類(6・9・11・12・32・34~50)

4 口唇錨と口縁部に隆常と撚糸側面圧 D 低い隆帯 (7~10) エ 単軸絡条体lA類＋結節回転文 (18・19)

痕を施すもの (26~29) E 刺突 (16) オ 多軸絡条体 (1~5・24・52・55~64・87) 

F 軽い段 (10~13) 

G 軽い段と刺突 (18~21)

カ ）l壮状縄文 (16・20・65~67・69)

キ回転縄文（単節） (70・71・76・77・79・80・81・88) 

ク 回転縄文（単節）＋結節阿転文(26・72・83~85)

ケ回転縄文（複節） (73・74・78・82・90~93) 

コ 異方向縄文 (68)

口縁部に縦位の隆帯を施す17・21、あるいは頚部に軽い段が施され、刺突で区画される18~20は

円筒下層d2式（江坂 1970)に比定される。 1~8は円筒下層dl式に、 26~29・31は円筒上層a式

に比定される。 9~16・22~25・30はdl式 ・d2式のいずれかに伴うと思われるが、判然としない。

胴部破片はこれらに伴うものと思われる。（江坂 1970)によれば、クは円筒下層d2式から出現する

とされている。しかし、これに伴う他の文様は十分に明らかにされていない。 96は大木式系の土器

で中期初頭と思われる。

縄文時代中期中葉・後葉の土器 (97~102・150) 97・98は円筒上層d式、 99~101は榎林式、

102は大木9式平行器の士器である。 150は中期後葉の土器の底部と思われる。
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ーー： 

図34 遺構外出土土器 (1)

縄文時代後期初頭・ 前葉の土器 (103~114) 

(S=l/3) 10cm 

106~114は十腰内 I式と思われる。 103~105は十

腰内 I式に比べ、焼成は軟質で、施文が粘士の柔らかい段階で行われたと思われ、後期初頭に属する

と考えられる。

縄文時代後期中葉の土器 (115~132) 116・117は十腰内II~ill式の壺形か注口形土器と思われる。

115は器高の上から 1/4程度で平行沈線を一条巡らし、 これ以上を無文とする深鉢形士器である。

119~132はこれに伴う粗製士器で、焼成は硬質で、

に比べて大きく、 0段多条原体が目立つ。

縄文時代後期末葉～晩期初頭の土器 (133~146)

口唇部付近がやや肥厚する。縄文は晩期のもの

133・136は宮城県田柄貝塚VI~VII群（宮城県教

育委員会 1986a) に相当するものと思われる。 134は三叉文が施される晩期初頭の土器。 137~

146はこれらに伴う粗製土器と考えられる。後期中葉のものに比べて縄文原体が細かく、薄手で、焼

成もやや軟質である。

弥生時代後期の土器 (147~149) 147~149は弥生時代後期の土器と思われる。

第 2節 石器

剥片石器（図38-1~図39-31)
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図35 遺構外出土土器 (2)

遣構外からは石鏃21点、石匙1点、二次加工のある剥片類6点、その他の剥片類24点、

出土した。

石鏃 (1~21)

石核1点が

1類 (1~6)

石匙 (22・23)

平基無茎のもの。 2類 (7~19)有茎のもの。 3類 (20・21)尖基無茎のもの。

2点出土した。縦長剥片を用い、バルブ側につまみを作出している。末端は蝶番

剥離が認められる。主要剥離面側から左側縁部に軽い二次加工が施され、

石匙のつまみ部と思われる。

二次加工のある剥片類 (24~30)

刃部が作出される。 23は、

26は両面から二次加丁が施されている。器体の一部を大きく欠いた後も一部加工が施されている。

25は縦長剥片のバルブ付近に浅い角度の二次加工が施されている。バルブ除去を意図したものと思

われる。 30は主要剥離面の湾曲した一側縁に背面側から加工が施されている。
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図37 遺構外出土土器 (4)
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笹ノ沢(3)遺跡II

石核 (31) 径5cm程度の礫の2面から剥片を剥離している。本資料は接合するが、明瞭な打点は確

認できず、分割された原因は人為的なものとは考えられない。石質はやや軟質で、石器制作には不向

きである。

礫石器（図39-32~図44-74)

磨石 (32~52)

1類 (32~41・43~46・50) 扁平な礫の一側縁に磨り面をもつもの。 32・39は磨り面を持た

ないものの、素材の形状や加工のあり方が磨面を有するものに類似するので、磨石に含めておく。

器体の加工の程度により分類できる。

a 器体の表裏ほぼ全面に剥離を施すもの。 (34~36)

b 器体の1面の全面に破剥離を施し、残る 1面は1/2以下の加工にとどまるもの。 (34・37・38)

c 器体の表裏とも1/2以下の加工にとどまるもの。 (33・39~41・43~46)

d 表裏とも加工せず、側縁部分に磨面をもつもの。

2類 (42・47~49) 断面三角形の柱状の礫の一側縁に磨面を持つもの。磨面に隣接する二面に

剥離痕を持つが、器体の変形が全面に及ぶような加工は施されない。 49は側縁部の磨面に隣接

する1面にも磨痕がある。

3類 (51・52・68)礫の平坦面に磨り面をもつもの。側縁部は利用されない。

凹石 (56~59・61~63・65~70) 形状は機能面の裏面が平坦なものと平坦でないものがある。

敲磨器類 (53~56・60・65~67・69) 磨面と敲打痕を併せもつもの。

石皿・台石類 (68・71~73) 72は被熱し、破砕した状態で計31片出士した。 B-27・28グリッ

ド第 I・II層、 A-31グリッド第IIa層から出士しており、 1片を除いてB-27・28グリッドから

出上した。帰属時期と、被熱・ 破砕の時期は明らかでない。

磨製石斧 (74・75) 74は成形時の敲打痕を残している。

石製品（図44-76)

石刀 (75) 75は石刀の一部かと思われる。剥離による成形痕を残している。

その他の礫（図43-64、図44-76・77)

64は被熱礫である。このほかに3点出土しているが、第 I・IIa層の出土で、その帰属時期は不明

である。 76・77は、縄文時代中期の遺跡にしばしば見られる石材で、加工痕・使用痕の認められな

いものも多い。加工痕・使川痕のないものも搬入礫と考えられる。 76は磨面が認められるが、これ

が使用痕であるのか加工痕であるのかの判断は難しく、礫石器・石製品以外のその他の礫に含めた。
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遺構外出土土器

番号 出士位置 外面文様等 肉面調整等 胎土 備考

341 0s-22Il層 日縁単軸6A(R)横位頚RL・LR結束第1種側面圧痕胴．多軸(L)縦位 横位ナデ 繊骨鉄浮石英

34-2 Os-2211層 Oq-2211層 口縁．単軸6A(R) 頚.RL・LR結束第1種側面圧痕 胴．多軸縦位・羽状結束1種 縦位ナデ 繊肴鉄岩

34-3 Os-24Il層 口縁．単軸6A(R) 頚.RL・LR結束第1種側面圧痕胴多軸縦位回転 風化横位ナデ？ 繊鉄浮石英長累

34-4 0y-23ll層 日縁単軸6A(R) 頚：RL側面圧痕胴多軸縦位回転 横位ナデ 繊骨石英黒岩

34-5 Dy 25 I層 Ox-25Il屑 A25Il層 口縁：L側面圧痕 頚．多軸側面圧痕胴’多軸縦位回転(R+R二本一糾） 横位工具ナデ 繊石黒岩

34-6 日縁・LR側面圧痕胴単軸lA(R)縦位 横位工具ナデ 繊が石英
34-7 C-6カクラン 日縁LR側面圧痕による矢羽根状文頚’横長の刺突胴：RL横位 風化 繊浮脅
34-8 Ot-30Il層 日縁.LR側面圧痕頚．微隆帯上ヘラ刻み胴.RL横位 横位ミガキ 浮石英
34-9 Ot-29Il層 日縁LR側面圧痕 頚隆帯上半裁竹管による刻み胴：単軸IA縦位(R) 横位工具ナデ 骨岩石英

34-10 Ov-26ll層 日縁：L側面圧痕頚：隆帯上刻み胴・単軸l類(R)縦位 やや風化横～斜位ナデ 鉄浮石英岩
34-11 Os-29Il層 日縁LR側面圧痕頚軽い段胴．単軸lA(L)縦位回転 横位ナデ 鉄岩
34-12 Ot-22皿層上面 日緑LR側面圧痕頚’軽い段胴単軸IA(L)縦位 日緑横位ナデ以下風化 鉄岩

34-13 Os-30 口縁.LR側面圧痕 横位ナデ 骨鉄石英無

34-14 E-25lll層 日緑LR側面圧痕頚隆帯上ヘラ刻み 横位ナデ 骨岩
34-15 G-29Il層 口縁LR側面圧痕 横位ミガキ 骨岩石英

34-16 0s-24Il層 口縁ふR側面圧痕(LR)頚左方向の棒状工具による剌突 羽状結束l種付加条付(LR+LRL+R) 横位ミガキ 繊骨鉄石盟
34-17 SD-20覆土(Ov-24) 口唇へう租1み□位隆帯、LR側面圧巖 頚＇段をなす。段の下紺 1こ半俄状竹管工具による蘭み昂＇結箇国転文 (LR) 口緑部横方向頚鵠以下斜方向の刻み 繊骨石黒
34-18 Ov-27Il層 日籟LR胤iJilii圧痕 頚，竹管による剌突胴＇結箇回転文 (L)、単軸lA(L・R)縦位回転 繊浮石英長岩

34-19 Ov-27Il層 口緑LR侃1I面圧痕 頚隆帯上竹管による剌突胴結節回転文(L)横位、単軸IA(L・R)縦位 風化 浮長岩

34-20 Ot-2611層 Ot-27Il屑 n唇：撚糸による刻み 口縁RL側面圧痕頚半裁竹管による刺突 羽状緒束2種横拉回転 n縁～頚＇籟位ミガキ胴績位ミガキ 繊骨鉄石英岩
34-21 Ov-20Il層 日縁部隆帯、LR側面圧痕頚蔀竹管による刺突胴郎’結節回転文(L) 風化 浮石英長岩
34-22 Ow-24ill屑上面 口縁巣軸(L)側面圧痕 横位ミガキ 絨浮鉄石
34-23 Oy-29 I層 日緑：多軸(R)側面圧痕頚結節回転文(LR) 横位ナデ 石英岩

34 24 A-25TI層 頚冊単軸1圧痕（自縄自券） 多軸縦位(R二本一組） 縦位ミガキ 繊骨浮石英

3125 Ow-30lll鳳 日縁R結節匝転文頚断面＝角形の隆帯胴：蛍軸l(L)縦位 風化縦位ナデ 浮石英岩

34-26 D-26Il眉 LR横位結節回転文(R)縦位 やや風化横位ナデ？ 浮骨石

34-27 C-33 I層 弧状隆帯、撚糸側面JI痕による刻み LR側面庄痕 やや風化横方向のミガキ 仔石岩
34-28 Oy-26 I崩 口縁LR側面圧浪 風化 石累

34-29 G-33Ilb屈 口唇：隆帯上LR側面圧痕 風化 石岩

34 30 B-27 I層 D縁LR側面圧痕頚：降帯上LR側面圧痕隆帯ド横ナデ胆.LR横位 風化 ＃鉄石葵岩

34-31 G-32Ilb層 刹落顕著 R側血圧痕 横・斜位のナf 骨鉄石英愚

35-32 A-28lII層上面 頚部：撚糸側面圧痕(I、・R二本一組） 胴郎単軸IA縦位(L・R) 横～斜位ミガキ 繊秩岩

35-33 A-26Il暦 頚部．結節同転文(R) 胴郁：肖軸l類縦付(R) 風化 繊が石英累
35-34 Os-29ll層 巣軸IA縦粒(R・L) 横・斜位のナデ 繊浮石英岩
35-35 Os-29Il屈 単軸IA縦棺(R・L) 煤付着樅付ナデ？ 浮石照
35-36 Os 24ll層 日縁LR側面圧痕頚．コ字状刺突胴蔀単軸IA(R)縦位 縦方向のミガキ 繊石英恩岩

35-37 Ot-22Il屑 Ov-23Il屈 単軸IA縦位(R・L―本組） 縦位ミガキ 維骨浮右英岩

35-38 OQ-21Il 眉 OQ-~3IT 層 洋軸Ii¥縦位(L) 風化縦位ミガキ？ 絨浮ゎ英累岩

35-39 B-6カクラン 単軸1A縦位(R・U 煤1寸粋・風化 縦位ナデ？ 繊澤石英岩

35-40 A-28IT層 単軸 !A縦位 (R•L) 縦位ナデ 繊石

3541 B 291層 単軸!A縦位(R・L二本一組） 縦位ナデ 繊骨浮石英恩岩

35-42 Os-24Il眉 単軸IA縦位(I) 縦位ミガキ 繊骨浮鉄石英馬

35-43 Ot-30 I屑 単軸l類縦位(R) 斜位のミガキ 繊涼

35-44 Os-23Il見 朋軸!A縦位(R) 斜～縦位ミガキ 繊骨浮石英累
35-45 Os-24Il屈 巣軸lA縦付(R・L二本一組） 横位ミガキ 繊骨秤石英岩

3546 Ov-20TI層 単軸!A綬位 (R•L) 縦位ミガキ 繊骨浮鉄石菟患

3517 B 29 I屑 単軸IA縦位(R・L二木一組） 縦位ミガキ 楓浮石英蕪

35-48 Os-25Il層 単軸IA縦位(R・L二本一組） 縦位ミガキ 盤骨浮鉄石英累
35-49 Ov-29 I眉 巣軸IA縦杓(R・L二本一組） やや風化横位ナデ 繊骨秤石窟
35-50 Os-23IT層 単軸!A縦位(R) 横～斜位ミガキ 繊芹浮石，烹

35-51 A 26ll層 単軸l類縦位(R) 結節回転文横位(R) 風化 繊浮鉄石英黒

35-52 Ov-30 I層 多軸縦他(L) 縦位ミガキ 繊骨浮石英照

35-53 A26Il層 単軸l類縦位（自縄自巻？） 縦位ミガキ 繊骨鉄
35-54 A-26Il層 単軸l類縦位（自縄自巻？） 縦位ミガキ 繊骨鉄

35-55 Ov-02Il層 多軸縦位(R) やや風化横位ナデ？ 繊費浮鉄
35-56 Oy-23 I層 多軸縦位(R) 縦位ミガキ 繊骨鉄煎

35-57 Os 22Il眉 Os-23Il層 多軸(R)縦位 風化縦位のナデ 繊低骨石英黒

35-58 Ov-30 I層 単軸l類縦位（自縄自巻） 横位ミガキ 繊秩岩

35-59 Os-25Il層 多軸縦位(R・L二本一組） 縦位ミガキ 繊浮石英

35-60 Ox-24ill層上面 Ov-23Il屑 多軸縦位(R・L二本一組） 縦位ミガキ 繊酋鉄石英票

35-61 A-25Il層 多軸縦位(R・L二本一組） 縦位ミガキ 繊石英

36-62 A-2411屑 多軸縦位(R・L二本一組） 縦位ナデ 繊脅浮鉄石英累

36-63 Oy-24 I層 多軸縦位(R) 縦位ミガキ 繊脅浮石英黒

36-64 Ox-24lil層上面 多軸縦位(R・L二本一組） 綬位ミガキ 繊骨浮鉄石英

36-65 0s-29Il層 羽状結束l種(RL+LR)横位 剖落顕著風化 石英黒岩
36-66 D-31Ila層 羽状結束1種(RL+LR)横位 縦位のミガキ 繊石英累岩

36-67 Or-30皿層 羽状結束l種(RL+LR)横位 上半，縦位ミガキ 下半，横位ミガキ 繊鉄石英黒

36-68 Os-22Il層 RL横位・RL縦位を帯状に繰り返す。 縦位ミガキ 繊五黒
36-69 A-26Il層 羽状結束l種(RL+LR)横位 風化 口縁．横位のナデ 絨石岩

36-70 Ov-29Il屑 LR横位 結節回転文(R)横位・縦位 縦位ミガキ 絨石英黒

36-71 E-34Ilb層 LR横位 縦位のナデ 石英照岩
35,72 G-33Ilb層 LR横位結節回転文(R)縦位 横～斜位のミガキ 鉄五医長累岩
36-73 Oy-25 I層 Oy-25Il層 RLR横位 縦位ミガキ 繊浮骨蘇石英罵岩
36-74 0s-22Il層 RL縦位 RLR横位 縦位のミガキ 繊石英息岩

36-75 C-27Il層 LR横位 縦位ミガキ 肴石英
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番号 出土位置 外面文様等 内面調整等 胎土 備考

36-76 G-31Il層 LR横位 横位ミガキ 伶鉄石英照

36-77 Os-29Il層 LR横位結節同転文(R) 風化 骨石英累岩

36-78 C-6カクラン RLR横位 風化縦位ミガキ 繊骨鉄儀
36-79 G-33lla層 LR横位 煤付着縦位ナデ 繊石器黒

36-80 A-27 I眉 LR横位 縦位ナデ 石英愚岩

36-81 E-34Ilb層 LR横位 風化 鉄石英岩

36-82 F-30 I層 RLR横位、結節回転文(LR)縦位 斜他のナデ 併鉄石苑恩岩企

36-83 F-32Ilb層 RL縦位結節回転文(LR)縦位 縦位ミガキ 繊鉄石英累

36-84 Ot-24II層 LR縦位結節回転文(LR)縦位 斜位ミガキ 骨鉄石英罵岩

36-85 E-33Ilb層 LR横位結節回転文(LR)縦位 風化縦位ナデ 繊骨鉄石英恩岩

36-86 D-26Il層 LR横位結節囲転文(R)縦位 縦位のミガキ 繊骨鉄石英

36-87 Os-22Il層 Os-24Il層 多軸縦位(R) 結節回転文(RL)横位 風化縦位ナデ？ 繊f!f鉄石英黒
36-88 0s-22Il屑 0s-23Il層 LR横位結節回転文(RL)横位 やや風化縦位のナデ 繊低石英

36-89 Os-2911層 上半．結束2種を伴うLR+LR横位 下半．羽状結束第1種(RL+LR)横位 斜位ミガキ 繊浮晉

36-90 Ox-29Il層 RLR横位 縦位のナデ 繊鉄石英

36-91 A-26 I層 A-26Il層 Oy-27Il層 RLR縦位 縦位ミガキ 繊石英岩

36-92 D-29 I層 LRL横位 縦位ミガキ 骨鉄石英長黒岩

36-93 Os-22Il層 RLR横位 風化 繊鉄石英黒岩

36-94 G-32llb層 横方向のナデ ミガキ 鉄石英照岩

36-95 Ox-29 I層 ナデ ナデ 骨石英票岩

36-96 Ot-30Il層 口縁．ハの字状隆帯、折り返し日緑 口唇～隆帯下端：RL横位以下RL縦椋 横位のミガキ 浮骨石英黒岩

36-97 A-281屑 RLR横位隆帯貼付降帯上撚糸側面圧痕(RLR) 横～斜位ミガキ 骨浮石英黒

36-98 A-27 I肘 RU黄位細い貼り付け隆帯 斜付ナデ 骨浮石英駕

36-99 Ox-29Il層 日唇渦巻状沈線頚平行沈線問に波状沈線地紋：LR縦位 風化 浮鉄右英
36-100 Ox-29Il層 Ox-30ll層 日唇：沈線頚：平行沈線問に波状沈線地文ふR縦位 やや風化横～斜位ミガキ 浮鉄石英黒

36-101 Ox-30 I屑 ロ柑：沈線・粘士紐貼付 日縁・頚平行沈線（輻2.5mm) 横位ミガキ 鉄石英・

36-102 F-28 I屑 断面V字形の沈線による楕円形区画内にLR縦位回転 横位ナデ 骨石英

36-103 Ot-30 I層 沈線による渦巻文 L充填 横位ナデ 石英蟹

36-104 Ot-30 I層 沈線による区画内にLR横位 斜位ミガキ 石盟岩

36-105 Ot-30 I層 沈線による曲線文問にL横位 横位ナデ 石英黒器

36-106 A-2711屑 沈線による曲線文0)中にL 横位ナデ 石苑岩

36-107 A-27Il層 沈線による曲線文の中にL 斜位ミガキ 石英

37-108 Ot-301層 二本の沈線間を無文とし、上下はL横位 横位のミガキ 右英累岩

37-109 Ot-21 Il屈 沈線による曲線文の中に］，横位
口縁：横位のミガキ頚指押さえの

石英黒岩
後、横位ナデ封．斜～縦位のナデ

37-110 E-25ll層 沈線による曲線文 横～斜位ナデ 五岩
37-111 D 24ll層 ミガキ ナデ 鉄五菟辰風滋
37-112 B-27 I層 ナデ・指押さえ ナデ 石英岩

37-113 F-2511屈 ナデ ナデ 岩
37-J 14 C-25IT層 単軸5類縦位 斜～縦位ミガキ 匠鉄石蒸照

37-115 F 31• Ila• Ilb眉 日縁．エ具ナデ頚沈線胴LR横位 CL緑蔀：エ具ナデ 炒浮石英恩

37-116 Os-2911層 沈線による区画内にLR横付 横位ナデ 骨飲石英

37-117 0s-2911眉 沈線による区画内にLR横位 横付ナデ 骨鉄石

37-118 A-22III肘上面 0y-22Il眉 日縁孤：無文頚那．平行沈線胴蹄LR横悦 横位ミガキ 鉄岩

37-119 E-24Il層E-28I層 0段多条LR横位 横位ナデ 肴石英黒岩

37-120 E-24Il層 0段多条LR横位 工具ナデ 鉄石英累岩

37-121 E-2411眉 0段多条LR横位 縦位ナデ が鉄石英勲岩

37-122 Ox-29 I屈 LR横位 横位ナデ 鉄石英慇
37-123 Ox-28 I層 LR横位 横位ナデ 石英累店
37-124 E-24Il層 0段多条LR横位 風化横位のナデ？ 脅鉄石英窯岩

37-125 Ox-29Il層 LR横位 横位ナデ 石英岩

37-126 E-24ll屑 0段多条LR横杓 縦位ナデ 岱鉄石英照岩

37-127 F-26III屑 E-24ll層 0段多条LR横位 縦～横竹ナデ 石英黒社
37-128 E-20Il眉 LR横位 横位ナデ 石英蕪岩

37-129 Ov-25Il層 RL横位 横位ナデ 浮石英無
37-130 D-2211層 0段多条LR横位～斜位 煤付着縦位ナデ 肴堡五麟岩
37-131 D-2211層 0段多条LR横位～斜位 横位ナデ 鉄五蕊罵岩
37-132 D-261層 LR横位 縦位ミガキ 繊骨鉄石英應

37-133 E-21 I層 突起 平行沈線（幅2mm)間に縦位のヘラ刻み 横～斜位のナデ 石英累岩

37-134 Ox-26 I層 沈線による区画内にLR横位 斜位ミガキ 鑓
37-135 C-2811層 LR横位 横位ミガキ 石英岩

37-136 Ot-30 I層 ボタン状貼付 貼付上＝方向からヘラ刻み 縦位のナデ 石英岩

37-137 D-16Il層 LR横位 ハジケ 銑石英照

37-138 D-16Il層 LR横位～斜位 剖落多 石英岩

37-139 F-2511層 LR横位 横位ナデ 鉄石英長黒岩

37-140 F-25Il層 LR横位 横位ナデ 石英岩

37-141 A-26 I層 LR横位 横～斜位ナデ 石英恩岩

37-142 E-21 I屑 LR横位 横～斜位ナデ 石英罵岩

37-143 C-22Il層 RU負位 斜位ナデ 石苑慰岩

37-144 C-211層 C-22ll層 RL横位 縦位ナデ 石英黒岩

37-145 
C-26 I層 C-27Il層 D26I屑

LR横位回転・指押さえ 縦位ミガキ 低石英岩
D-27 I層 D-28I層

37-146 D-16ll層 LR横位 縦位ナデ 石英黒岩

37-147 SD-7-B(D-17)覆土 B-17Il層 RL斜位 横方向のナデ 石英黒岩

37-148 D-l 7Il層 D-19Il層 頚：横方向のナデ胴部.RL斜位 横位ナデ 鉄石英照

37-149 D-17Il層 RL斜位 内面風化 石英黒岩

37-150 B-27 I層 横方向のナデ ナデ 石岩
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遺構外出土石器
番号 出土位置 層位 器種 分類 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石質 備考

38-1 Ov-27 ill 石鏃 1 2.4 1.8 0.4 1.4 珪質頁岩
38-2 F-31 Ila 石鏃 1 3.4 1.1 0.3 1.4 珪質頁岩
38-3 G-30 II 石鏃 1 3.6 1.8 0.5 2.4 宝随
38-4 C-32 I 石鏃 1 3.3 1.7 0.4 1.9 玉随
38-5 Ov-27 ill 石鏃 1 1.6 1.3 0.3 0.6 珪質頁岩
38-6 F-30 I 石鏃 1 2.6 1.5 0.7 2.6 珪質頁岩
38-7 0s-23 II 石鏃 2 4.6 1.9 0.7 4.7 珪質頁岩
38-8 B-28 II 石鏃 2 4.4 1.5 0.7 3.8 緑細凝
38-9 Os-21 m上面 石鏃 2 4 1.5 0.7 3.5 珪質頁岩
38-9 F-33 I 石鏃 2 4.3 1.6 0.6 3.3 珪質頁岩
38-10 Oy-27 II 石鏃 2 3.9 1.5 0.7 3.1 珪質頁岩
38-11 Oy-29 II 石鏃 2 3.9 1.5 0.7 2.5 珪質頁岩
38-12 0s-29 II 石鏃 2 4 1.6 0.7 4.1 珪質頁岩
38-12 G-32 Ilb 石鏃 2 3.6 1.4 0.8 3.2 珪質頁岩
38-13 Ov-02 II 石鏃 2 3.2 1.4 0.6 1.7 珪質頁岩
38-15 C-32 I 石鏃 2 3.1 1.3 0.4 1.3 珪質頁岩
38-17 E-33 I 石鏃 2 2.2 1.2 0.4 0.9 玉珪
38-18 F-31 Ilb 石鏃 2 2.3 1.5 0.7 1.8 玉珪
38-19 G-34 I 石鏃 2 3.4 1.6 0.4 2.1 珪質頁岩
38-20 Ov-28 石鏃 3 3.7 1.6 0.5 2.5 珪質頁岩
38-21 Ou-20 II 石鏃 3 4.9 14 0.4 2.5 珪質頁岩
38-22 Ox-03 Jib 石匙 7.7 2.9 1 1 14.5 珪質頁岩
38-23 Oy-20 II 石匙 5.2 3.2 11 138 珪質頁岩
38-24 Os-23 II 二次加工のある剥片 7.9 2.9 2 42.5 珪質頁宕
38-25 Os-24 II 二次加上のある剥片 1.8 1.9 0.7 18 珪質頁岩
38-26 Os-23 II 二次加工のある剥片 4.9 2.4 1.3 11.2 珪質頁岩
38-27 Oy-28 II 二次加丁のある剥片 2.9 3.9 1 8.8 珪質頁岩
38-28 0s-23 n 二次加工のある剥片 2.2 24 05 22 珪門頁岩
38-29 A-27 皿上面 二次加工のある剥片 6.6 28 Ll 11.6 珪質頁岩
39-30 Oy-29 I 一次加工のある剥片 2.7 4.1 1 7.3 珪質頁岩
39-31 B-17 II 石核 3.9 3 08 8.6 玉珪
39-32 C-20 I 磨石 l 16.7 9.9 4.2 668.6 花閾岩
39 33 Os-28 II 庖石 1 8 6.9 37 249.5 砂岩
39-34 F-32 JI b 磨石 1 5.9 6.3 3.6 185.4 安山岩

39-35 D-19 I 磨石 1 13.8 7.3 4.5 539.9 輝緑岩
39-36 C-18 I 磨石 1 8.2 8.5 42 332.9 輝緑岩
39-37 A-30 II b 磨石 1 10 6.6 29 223.2 砂岩
10-38 Ox-30 II 磨石 1 13.7 7.2 2.7 299.7 輝緑岩
40-39 Ot-24 磨石 1 12.9 5.1 2.1 143.5 ホルンフェルス
40-40 Os- II 磨石 1 7.9 8 3.8 360 5 砂岩
40-41 G-32 Ilb 磨石 1 7.2 7 32 240.3 安山岩（占期）

40-42 B-21 I 磨石 2 15 7.3 8.1 1220.8 砂岩
40 43 Ow,29 II 附石 1 12.7 6.8 2.8 349.6 チャート
40-44 Ou-25 磨石 1 8.1 6.1 26 203.7 砂岩

40-45 Ot-25 磨石 l 15.2 10.2 4.5 814.6 輝緑岩
41-46 Os-26 lI 磨石 1 ， 6.7 3.1 222.8 安山岩（古期）
41-47 A-18 I 磨石 2 6.6 6 3.9 212.1 安山岩

41-48 Ob-23 I 磨石 2 104 6.8 6 500.7 安山沿（古期）
41-49 B-20 I 磨石 2 8.9 6.9 7 1 432.7 流紋岩（古期）

41-50 Os-24 II 磨石 1 10.3 5 2.6 204.2 安山岩
41-51 Ow-30 JI 磨石 3 8.8 5.9 3.1 200.1 砂岩
41-52 F-33 Il b 磨石 3 7.4 5.9 42 161.5 石英安山岩
11-53 Ou-24 II 敲磨器 9.9 6 27 240.2 流紋岩
41-54 B-21 I 敲磨器 10.8 9.1 4.9 538.2 凝灰岩
42-55 Ox-29 I[ 敲磨器 10.6 4.9 39 265.1 石英安山岩
42-56 Ox-36 II 凹石 15.2 8 3.3 547.6 安山岩
42-57 A-16 II 凹石 9.7 7 45 421.3 安山岩
42-58 A-26・B-29 I・II 凹石 8 62 55 251.2 凝灰岩

42-59 Ou-24 II 凹石 8.4 7.4 2.7 229.3 凝灰岩
42-60 Ot-25 敲磨器 10.9 5.7 2.3 216 砂岩
42-61 F-32 II a 凹石 9.8 57 41 319.6 石英安山岩
42-62 G-32 II b 凹石 13.7 9.5 7.2 1131.4 石英安山岩
42-63 G-34 II 凹石 10.1 8 2.4 295.7 安山岩

43-64 C-25 I 被熱礫 10 6.9 4.5 438.2 チャート

43-65 Os-24 II 凹石 9.6 6.7 32 289.7 安山岩

43-66 Ot-25 II 凹石 14 ， 8.5 1359.1 安山岩

43-67 G-30 JI 凹石 12.2 9.8 72 1164.9 安山岩
43-68 A-22 II 石皿・台石 11.6 8.1 5.4 592.6 凝灰岩

43-69 Ou-24 JI 凹石 ， 9.2 43 459.2 砂岩
43-70 Ov-30 I 凹石 12.3 7.9 4.3 486.2 安山岩
43-71 Ov-28 石皿・台石 11 10.8 3.8 539.4 安山岩
44-72 B-27・28 I・II 石皿・台石 19.8 11.1 4.6 332.9 凝灰岩 被熱

44-73 Ot-26 II 磨製石斧 8 5.3 3.6 228.4 凝灰岩
44-74 Os-30 I 磨製石斧 6.8 4 3 92.7 安山岩

44-75 Ou-25 石刀 13.6 4.6 2 153.7 粘板岩
44-76 F-30・33 I・Ilb その他 10.1 6.1 3.9 295.8 流紋岩
44-77 F-33 II b その他 5.9 5.8 4.7 183 8 流紋岩
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第4章遺構外出士遺物

縄文時代前期末菓～中期初頸 縄文時代中期中葉～後葉

G F E D C B A Oy Ox Ow Ov Ou Ot Os Or Oa Op Oo G F E D C B A Oy Ox Ow Ov Ou Ot Os Or Oa On Oo 
05 15 
04 16 
03 17 
02 1 18 1 
01 10 19 
00 20 
I 21 
2 22 16 
3 23 1 
4 24 1 
5 25 1 
6 5 26 
7 27 
8 28 1 1 ， 29 2 
10 30 2 4 1 2 
11 31 
12 32 
13 33 
14 34 
15 計 2 20 2 1 4 2 23 
16 
17 縄文時代後期中葉

18 2 G F E D C B A Ov Ox Ow Ov Ou Ot Os Or Oa Oo Oo 
19 7 15 

20 16 2 1 

21 13 10 1 2 13 17 I 

22 1 7 85 5 18 

23 1 25 5 ， 19 1 

24 2 l 3 4 14 1 4 6 61 20 1 

25 2 41 3 8 2 21 2 

26 1 5 17 1 52 8 5 7 14 18 10 22 2 11 2 

27 10 4 1 3 2 4 6 26 1 10 1 23 

28 11 3 2 7 24 16 4 3 

29 1 5 1 8 1 9 5 4 28 13 25 3 2 3 2 1 3 

30 3 10 2 7 3 7 7 2 1 26 5 1 6 3 

31 10 11 7 27 2 2 3 

32 13 9 I 28 I 1 

33 51 35 14 1 29 l 1 2 4 

34 11 16 17 6 30 

ot 89 74 37 s2 28 15 114 27 38 30 64 18 78 193 15 27 1 902 31 39 4 
32 2 

縄文時代後期初頭～前葉 33 I 

G F E D C B A Ov Ox Ow Ov Ou Ot Os Or Oo Op Oo 34 

15 ,t 49 24 12 62 6 5 4 11 13 3 1 7 7 204 

16 
17 縄文時代後期後葉～晩期初顕

18 G F E D C B A Ov Ox Ow Ov Ou Ot Os Or Oa Oo Oo 
19 05 
20 04 
21 I 03 
22 02 2 

23 1 01 
24 I 4 00 
25 1 1 1 1 1 
26 I 1 2 
27 2 1 3 
28 1 1 4 
29 5 
30 1 6 
31 7 
32 8 
33 ， 
34 1 10 

計 1 3 1 2 3 2 6 1 20 11 
12 

弥生後期 13 
G F E D C B A Ov Ox Ow Ov Ou Ot Os Or Oo On Oo 14 

15 15 
16 2 16 1 1 
17 5 I 17 4 2 
18 18 
19 19 1 1 1 
20 20 1 1 4 
21 l 21 3 
22 5 22 13 
23 23 1 
24 24 17 1 2 
25 5 25 I 6 
26 1 26 1 1 
27 2 27 3 l 

28 l 28 1 1 3 1 
29 29 2 
30 30 4 1 2 1 
31 31 5 
32 32 1 
33 33 
34 34 
35 35 
計 8 8 I 23 名t 27 19 21 2 13 3 2 1 19 2 2 l 113 

第ll・Ill}晉出土土器破片数を集酎した。

迫物の出士していないグリッドは表中から除いている場合がある。

第ll屠中で14点の時期不明遺物がある。

遺構外出土土器破片数集計表
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写真固版

1. Ox-3 グリッド基本層序 （南から）

―｀瓢璽

2. フラスコ状土坑群配置状況（南から）

写真図版 1
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笹ノ沢(3)追跡II

3. フラスコ状土坑群空中写真

（画面左端は橋脚工事のための優先調査区域で既に掘削されている。）

写真図版 2
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写真図版

ti! 

4. フラスコ状土坑群配置状況（南から） 5. 縄文集落区域近景（南から）

6. 第198号土坑セクション（南から） 7. 第198号土坑完掘状況（東から）

8. 第197号土坑完掘状況（南から） 9. 第199号土坑遺物出土状況（東から）

:'.; 

10. 第199号土坑セクション（東から） 11. 第199号土坑完掘状況（東から）

写真図版 3
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笹ノ沢(3)迫跡II

そ：

べ,..,...,

12. 第200号土坑セクション（東から）

P
J
・
 ':11 

14. 第201号土坑セクション （南東から）

16. 第202号土坑セク ション （東から）

噂•賓ヒ

ロ— E ぶ

区
詈

3
扇

13. 第200号土坑完掘状況（東から）

＆
 15. 第201号土坑完掘（南東から）

17. 第202号土坑完掘状況（東から）

18. 第202号土坑堆積土斑状構造

写真図版 4
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写真図版

19. 第203号土坑セクション（南から）

・・" 
21. 第204号土坑セクション（南西から）

23. 第205号土坑完掘状況（東から）

25. 第207号土坑セクション（東から）

20. 第203号土坑完掘状況 （南から）

22. 第205号土坑セクション（東から）

24. 第206号土坑完掘状況（東から）

!"il! 

。て

,ill! 

駁
~

26. 第207号土坑完掘（東か ら）

写真図版 5
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27. 第208号土坑中央南側炭化物出土状況

28. 

ら n ;,.• - -,._;J iJ ぶニ
29. 第28号土坑完掘状況（北東から） 第213号土坑完掘状況（東から）

31. 第213号土坑セクション（東から）

写真図版 6

-68-



写真図版

. .. r- " ・・・ . .. ぷ；

33. 第214号土坑セクション（東から） 34. 第215号土坑完掘状況（東から）

35 36. 第215号土坑セクション（東から）

; .. A-IC. ず...、ん—-'Zill匹:.· . ~et心

38. 第49号土坑溝状土坑完掘状況（東から）

写真図版 7

―-69-



笹ノ沢(3)遺跡II

41. 第52号溝状土坑完掘状況（東から）

42. 第53号溝状土坑セクション（東から）

写真図版 8
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写真図版

48. 第55号溝状土坑下半郁完掘状況（東から）

，，';,j穿tta

50. 第56号溝状土坑完掘状況（北から） 51. 第56号溝状土坑下半部完掘状況（北から）

写真図版，
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55. 第57号溝状土坑下半部セクション（南西から） 56. 第58号溝状土坑セクション（南西から）

58. 第59号溝状土坑完掘状況（東から） 59. 第60号溝状土坑セクション（北東から）

写真図版 10

噸

54. 第57号溝状土坑下半部確認状況（北東から）

57. 第59号溝状土坑セクション（東から）

60. 第60号溝状土坑完掘状況（北東から）
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令

64. 第63号溝状土坑完掘状況（北東から） 65. 第64号溝状土坑セクション（南西から）
., ~ 鼻. ~ ・ ~

:-" 

；
ゞ
・

.
,
、

．

9
 .

.

.
 

・
d
●
 

1, -—-— 
63. 第63号溝状土坑セクション（南西から）
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66. 第64号溝状土坑完掘状況（南西から）

｀ 

68. 第65号溝状土坑上半部完掘状況（北東から） 69. 第65号溝状土坑下半部完掘状況（北東から）
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70. 第67号溝状土坑セクション（西から）
,.-・...'! 喪- • ← -:-・ 

71. 第67号溝状土坑完掘状況（西から） 73. 第67号溝状土坑下半部完掘状況（西から）

; 74. 第67号溝状土坑

北側壁面（南から）

写真図版 12
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75. 第68号溝状土坑セクション（南から） 76. 第68号溝状土坑完掘状況（南から）

=n  nn盲

77. 第69号溝状土坑セクション（南西から）

78. 第70・71号溝状土坑セクション（西から） 79. 第70・71号溝状土坑完掘状況（西から）
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写真図版 15 遺構内出土遺物 (2)・遺構外出土土器 (1)

-77-



笹ノ沢(3)造跡JI

35-40 

35-41 

35-46 

35-47 

35-55 

35-53 

35-54 

35-60 
36-66 

36-65 
36-64 

36-67 

36-70 

36-71 
36-68 

屯

36-73 
36-72 36-75 

36-76 36-77 

36-79 

Jil .、;'
.. ;、翌.. •.•• .、
c,t '-'・ゞ ℃ゞ ，ヽ9 、 、 J 
·~ ぶ
・ぷ`
.. . ' ~ ・ヽ ｀ • ; . ヘ. :-., .、. •·.. 

，ャ・. J • '. • • 

''・..~, ... ・...,. 
.•• c<·,.• 
: ; . ー・ ．` 

緊

36-85 
36-80 36-81 

36-83 

写真図版 16 遺構外出土土器 (2)
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